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令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、

歳
入
総
額
89
億
１
５
０
５
万
３
０
０

０
円
、
歳
出
総
額
86
億
９
１
５
２
万

円
で
、
差
引
額
は
２
億
２
３
５
３
万

３
０
０
０
円
と
な
り
、
こ
こ
か
ら
令

和
５
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
４

第
１
１
５
回

　
令
和
４
年
度
決
算
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
９
月
14
日
に
各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
事
項
別
明
細
書
な
ど
に
基
づ
き
審
査

を
行
い
、
全
て
の
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。
決
算
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
は
４
、
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
会
議
で
代
表
監
査
委
員
か
ら
各
会
計
と
も
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
８
項
目
に
わ
た
る
意
見
が
付
加
さ
れ
た
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

令和４年度決算認定

８６億９１５２万円(一般会計歳出)
貯金は増加、借金は減少
（１人あたり８２万円）※令和５年３月末人口１０,５５９人

△4116万円

△630万円

1億2882万円

216万円

△2253万円

△9971万円

9134万円

3213万円

7463万円

△8838万円

△3957万円

△1億6270万円

1億3129万円

17億7310万円

4億2271万円

37億9258万円

3584万円

1億5201万円

9億597万円

7億783万円

1億1802万円

1億4232万円

1億9163万円

1億8793万円

4億8507万円

89億1505万円

令和4年度決算科　　目　　名
歳  入 89億1505万円

前年度比

　人件費などの経常的な経費に、税金などの
経常的な収入を充当している割合。比率が高
いほど、自由に使えるお金が少なくなる。

　税などの収入に対して借金の返済に使った
お金の割合。

◆神河町の経常収支比率の特徴◆

◆経常収支比率とは◆

　歳入は、普通交付税が増加したが、町税等の
減少により、全体としては減少。歳出は、公債
費（過疎債の元金償還)が大幅に増加。また、
病院や中播北部行政事務組合への補助金も増額。
それにより、歳入は減少、歳出は増加となり、
経常収支比率が4.6ポイント増加した。今後も、
健全な財政運営に努めていく必要がある。

　合併による旧両町の起債残高の元金償還が
多額なため、類似団体より高い水準となって
いる。この比率を下げるために「公債費負担
適正化計画」の着実な実施により徐々に改善
している。令和４年度も４年連続で減少して
いるが、まだ類似団体よりも高い水準のため、
今後もしっかりと適正管理していく必要があ
る。

経常収支比率

実質公債費比率

貯　金
45億4105万円
（一人あたり43万円)

借　金
126億1599万円

（一人あたり119万円）

貯　金
45億4105万円
（一人あたり43万円)

借　金
126億1599万円

（一人あたり119万円）

◆実質公債費比率とは◆

◆神河町の実質公債費比率の特徴◆

基金（貯金）残高の推移 地方債（借金）残高の推移

一 般 会 計

町 税

地方譲与税・交付金

地 方 交 付 税

分 担 金 ・ 負 担 金

使 用 料 ・ 手 数 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財産収入・寄附金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

町 　 　 債（ 借 金 ）

合 計

392万円

△1億898万円

△1億2689万円

△1億5141万円

9434万円

△786万円

△1億6113万円

△4649万円

2345万円

1億8186万円

0円

0円

△1億6320万円

8130万円

17億6794万円

15億8626万円

16億7869万円

6億5068万円

2億5416万円

4億7951万円

2億1150万円

8億1568万円

11億6575万円

0円

0円

86億9152万円

令和4年度決算科　　目　　名
歳  出

＊1万円未満は切り捨てのため、金額が合わないことがあります。
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を
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実
質
収
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は
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５
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万

４
０
０
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の
黒
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決
算
と
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し
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町
税
の
減
少
等
財
政
状
況
が
厳
し

さ
を
増
す
中
で
、
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
を
的
確
に
把
握
し
、
歳
入
増
に

向
け
た
取
組
を
進
め
る
こ
と
や
、
既

存
の
事
務
事
業
の
廃
止
・
見
直
し
等

も
視
野
に
入
れ
て
、
引
き
続
き
財
政

基
盤
の
強
化
と
持
続
可
能
な
行
財
政

運
営
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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冠婚
葬祭

家族の
急な入院

家族の
出張・旅行

スマホ決済

レスパイトケアはこんなときにご利用ください

2050神河将来ビジョン

家族の
介護疲れ

加湿空気清浄機

かみかわ移住定住
サポートセンター

９
月
14
日
開
催

不
納
欠
損
に
な
ら
な
い

よ
う
徴
収
計
画
に
基
づ

き
、
関
係
課
と
調
整
し
な
が

ら
徴
収
活
動
を
進
め
ら
れ
た

い
。

し
っ
か
り
と
記
録
を
取

り
な
が
ら
、
法
律
に
基

づ
き
適
切
に
行
っ
て
い
る
。

企
業
誘
致
は
積
極
的
に

進
め
ら
れ
た
の
か
。

令
和
４
年
度
は
大
き
な

企
業
誘
致
に
は
つ
な
が

っ
て
い
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な

企
業
と
話
を
し
、
令
和
５
年

度
に
進
め
て
い
く
。

公
用
施
設
感
染
症
拡
大

防
止
環
境
整
備
事
業
で

購
入
し
た
加
湿
空
気
清
浄
機

67
台
の
配
付
先
は
。

40
台
は
、
各
集
落
に
、

残
り
27
台
は
、
役
場
内

会
議
室
や
中
央
公
民
館
等
に

配
付
し
利
用
し
て
い
る
。

顧
問
弁
護
士
へ
委
託
料

の
支
払
い
が
あ
る
が
、

契
約
内
容
は
。

行
政
に
関
す
る
全
般
的

な
法
律
相
談
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

子
ど
も
会
活
動
事
業
で
、

予
算
と
決
算
の
差
が
非

常
に
大
き
い
が
、
理
由
は
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
球
技

大
会
が
実
施
で
き
ず
、

そ
の
分
で
差
が
出
た
。

民
生
児
童
協
力
委
員
の

役
割
を
ど
の
よ
う
に
認

識
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

来
年
度
に
処
遇
改
善
は
さ
れ

る
の
か
。

民
生
児
童
協
力
委
員
は
、

民
生
児
童
委
員
の
補
佐

的
な
役
割
を
担
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
。
来
年
度
の
処
遇
改

善
に
向
け
、
前
向
き
に
検
討

し
て
い
く
。

猟
友
会
に
補
助
が
出
て

い
る
が
、
内
容
は
。

狩
猟
免
許
取
得
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
る
。
特
に
猟
銃
の
免

許
は
多
く
の
経
費
が
か
か
る

た
め
、
10
万
円
の
補
助
を
し

て
い
る
。

移
住
・
定
住
施
策
を
行

っ
て
い
る
が
、
住
民
票

を
動
か
さ
ず
に
町
内
に
住
ま

わ
れ
て
い
る
人
が
増
え
て
い

る
。
集
落
内
で
問
題
も
出
て

き
て
い
る
の
で
、
何
ら
か
の

手
立
て
を
お
願
い
し
た
い
。

今
後
も
（
一
社
）
か
み

か
わ
移
住
定
住
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
と
協
議
し
、
移

住
者
が
各
地
区
に
入
っ
て
一

緒
に
な
っ
て
居
住
を
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
対
策
を
検

討
し
て
い
く
。

グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー
笠
形

の
体
育
施
設
の
管
理
に

多
額
の
指
定
管
理
料
が
支
払

わ
れ
て
い
る
。
毎
年
金
額
の

見
直
し
を
行
い
、
必
要
で
な

け
れ
ば
指
定
管
理
料
を
減
額

す
る
べ
き
で
は
。

執
行
部
で
協
議
し
、
適

切
な
処
置
を
し
て
い
く
。

ひ
ょ
う
ご
が
ん
ば
り
学

び
タ
イ
ム
事
業
の
説
明

で
、
小
学
校
で
の
英
語
教
育

の
充
実
を
図
る
た
め
、
英
語

が
堪
能
な
地
域
人
材
を
活
用

と
あ
る
が
、
そ
の
状
況
は
。

神
河
町
在
住
の
元
英
語

科
教
師
１
名
が
、
各
小

学
校
の
５
、
６
年
生
の
英
語

の
授
業
に
週
２
時
間
程
度
補

助
で
入
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
行
政
手
続
オ

ン
ラ
イ
ン
化
シ
ス
テ
ム
改
修

事
業
に
充
当
し
て
い
る
が
、

ほ
か
に
支
援
が
必
要
な
方
に

回
す
べ
き
予
算
で
は
な
か
っ

た
か
。行

政
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の

経
費
に
充
当
し
た
こ
と

は
間
違
っ
て
い
た
と
は
思
っ

て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
デ

ジ
タ
ル
化
時
代
に
対
応
す
る

た
め
に
交
付
金
を
利
用
し
事

業
を
進
め
た
こ
と
は
、
一
定

の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。

令
和
４
年
度
の
事
業
で

２
０
５
０
神
河
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
業
務
を
委
託

し
て
い
る
が
、
町
の
計
画
な

の
で
外
注
す
る
の
で
は
な
く
、

町
職
員
で
策
定
す
る
と
い
う

考
え
は
な
か
っ
た
の
か
。
　

直
営
で
で
き
る
も
の
は

直
営
で
や
っ
て
い
く
よ

う
検
討
す
る
。
委
託
料
で
特

に
コ
ン
サ
ル
任
せ
に
な
っ
て

い
る
分
は
、
今
後
財
政
的
に

も
メ
ス
を
入
れ
て
い
く
。

国
保
税
の
徴
収
率
が
低

い
。
徴
収
率
を
上
げ
る

取
組
は
考
え
て
い
る
か
。

徴
収
の
強
化
と
コ
ン
ビ

ニ
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

納
付
、
ス
マ
ホ
決
済
納
付
等

納
付
し
や
す
い
環
境
の
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
く
。

要
介
護
認
定
の
方
や
そ

の
家
族
の
方
々
と
の
相

談
等
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

健
康
福
祉
課
で
は
相
談
や
状

況
把
握
を
し
て
い
な
い
の
か
。

要
介
護
の
方
の
状
態
が

ど
の
よ
う
な
状
態
か
詳

細
ま
で
は
把
握
で
き
て
な
い
。

病
院
で
行
っ
て
い
る
レ

ス
パ
イ
ト
ケ
ア
は
、
ど

の
よ
う
な
制
度
か
。

一
般
的
に
は
短
期
医
療

入
院
と
い
う
意
味
で
、

在
宅
の
患
者
で
一
時
的
に
家

族
の
介
護
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
に
病
院
に
入
院
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
あ
る
。

浄
化
槽
の
更
新
工
事
は

管
理
業
者
か
ら
の
報
告

に
基
づ
き
、
異
常
が
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
優
先
的
に
工
事
し

て
い
く
の
か
。

そ
う
で
あ
る
。

当
町
の
水
洗
化
率
は

99
・
05
％
と
非
常
に
高

い
数
値
で
あ
る
が
、
水
洗
化

以
外
の
処
理
方
法
は
。

汲
み
取
り
で
対
応
し
て

い
る
。

入
院
患
者
１
日
当
た
り

の
収
益
を
ほ
か
の
自
治

体
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
病
院
の
平

均
額
と
比
べ
る
と
、
当
院
は

平
均
額
よ
り
も
多
い
。
そ
の

理
由
は
。
　

当
院
は
、
ほ
か
の
自
治

体
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
病
院

よ
り
も
機
能
が
高
く
、
そ
れ

が
単
価
に
反
映
し
て
い
る
と

推
測
し
て
い
る
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算

「
大
好
き
！
私
た
ち
の
町
　

か
み
か
わ
」
は
共
有
で
き
て

い
る
の
か
！

　
新
型
コ
ロ
ナ
が
３
年
目
に

入
り
、
１
日
も
早
い
収
束
を

願
っ
た
年
度
で
あ
っ
た
が
、

町
独
自
の
取
組
が
な
く
、
十

分
な
対
策
で
は
な
か
っ
た
。

　
粟
賀
小
学
校
跡
地
整
備
事

業
の
設
計
は
、
町
民
の
声
が

反
映
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。

　
企
業
誘
致
は
積
極
的
に
取

り
組
ん
だ
と
の
こ
と
だ
が
、

現
状
は
進
ん
で
い
な
い
。

　
ま
た
、
山
田
地
内
で
建
設

予
定
の
ニ
ン
ジ
ン
ジ
ュ
ー
ス

工
場
は
業
者
都
合
で
中
止
と

な
り
、
信
頼
を
な
く
し
た
こ

と
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　
町
の
め
ざ
す
姿
は
「
変
わ

ら
な
い
風
景
を
未
来
の
世
代

へ
」
で
あ
る
が
、
景
色
は
変

え
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
若
き
職
員
の
出
番
を
多
く

つ
く
り
、
「
大
好
き
！
私
た

ち
の
町
　
か
み
か
わ
」
を
共

有
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
期
待
す
る
。
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家族の
急な入院

家族の
出張・旅行

スマホ決済

レスパイトケアはこんなときにご利用ください

2050神河将来ビジョン

家族の
介護疲れ

加湿空気清浄機

かみかわ移住定住
サポートセンター

９
月
14
日
開
催

不
納
欠
損
に
な
ら
な
い

よ
う
徴
収
計
画
に
基
づ

き
、
関
係
課
と
調
整
し
な
が

ら
徴
収
活
動
を
進
め
ら
れ
た

い
。

し
っ
か
り
と
記
録
を
取

り
な
が
ら
、
法
律
に
基

づ
き
適
切
に
行
っ
て
い
る
。

企
業
誘
致
は
積
極
的
に

進
め
ら
れ
た
の
か
。

令
和
４
年
度
は
大
き
な

企
業
誘
致
に
は
つ
な
が

っ
て
い
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な

企
業
と
話
を
し
、
令
和
５
年

度
に
進
め
て
い
く
。

公
用
施
設
感
染
症
拡
大

防
止
環
境
整
備
事
業
で

購
入
し
た
加
湿
空
気
清
浄
機

67
台
の
配
付
先
は
。

40
台
は
、
各
集
落
に
、

残
り
27
台
は
、
役
場
内

会
議
室
や
中
央
公
民
館
等
に

配
付
し
利
用
し
て
い
る
。

顧
問
弁
護
士
へ
委
託
料

の
支
払
い
が
あ
る
が
、

契
約
内
容
は
。

行
政
に
関
す
る
全
般
的

な
法
律
相
談
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

子
ど
も
会
活
動
事
業
で
、

予
算
と
決
算
の
差
が
非

常
に
大
き
い
が
、
理
由
は
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
球
技

大
会
が
実
施
で
き
ず
、

そ
の
分
で
差
が
出
た
。

民
生
児
童
協
力
委
員
の

役
割
を
ど
の
よ
う
に
認

識
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

来
年
度
に
処
遇
改
善
は
さ
れ

る
の
か
。

民
生
児
童
協
力
委
員
は
、

民
生
児
童
委
員
の
補
佐

的
な
役
割
を
担
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
。
来
年
度
の
処
遇
改

善
に
向
け
、
前
向
き
に
検
討

し
て
い
く
。

猟
友
会
に
補
助
が
出
て

い
る
が
、
内
容
は
。

狩
猟
免
許
取
得
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
る
。
特
に
猟
銃
の
免

許
は
多
く
の
経
費
が
か
か
る

た
め
、
10
万
円
の
補
助
を
し

て
い
る
。

移
住
・
定
住
施
策
を
行

っ
て
い
る
が
、
住
民
票

を
動
か
さ
ず
に
町
内
に
住
ま

わ
れ
て
い
る
人
が
増
え
て
い

る
。
集
落
内
で
問
題
も
出
て

き
て
い
る
の
で
、
何
ら
か
の

手
立
て
を
お
願
い
し
た
い
。

今
後
も
（
一
社
）
か
み

か
わ
移
住
定
住
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
と
協
議
し
、
移

住
者
が
各
地
区
に
入
っ
て
一

緒
に
な
っ
て
居
住
を
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
対
策
を
検

討
し
て
い
く
。

グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー
笠
形

の
体
育
施
設
の
管
理
に

多
額
の
指
定
管
理
料
が
支
払

わ
れ
て
い
る
。
毎
年
金
額
の

見
直
し
を
行
い
、
必
要
で
な

け
れ
ば
指
定
管
理
料
を
減
額

す
る
べ
き
で
は
。

執
行
部
で
協
議
し
、
適

切
な
処
置
を
し
て
い
く
。

ひ
ょ
う
ご
が
ん
ば
り
学

び
タ
イ
ム
事
業
の
説
明

で
、
小
学
校
で
の
英
語
教
育

の
充
実
を
図
る
た
め
、
英
語

が
堪
能
な
地
域
人
材
を
活
用

と
あ
る
が
、
そ
の
状
況
は
。

神
河
町
在
住
の
元
英
語

科
教
師
１
名
が
、
各
小

学
校
の
５
、
６
年
生
の
英
語

の
授
業
に
週
２
時
間
程
度
補

助
で
入
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
行
政
手
続
オ

ン
ラ
イ
ン
化
シ
ス
テ
ム
改
修

事
業
に
充
当
し
て
い
る
が
、

ほ
か
に
支
援
が
必
要
な
方
に

回
す
べ
き
予
算
で
は
な
か
っ

た
か
。行

政
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の

経
費
に
充
当
し
た
こ
と

は
間
違
っ
て
い
た
と
は
思
っ

て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
デ

ジ
タ
ル
化
時
代
に
対
応
す
る

た
め
に
交
付
金
を
利
用
し
事

業
を
進
め
た
こ
と
は
、
一
定

の
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。

令
和
４
年
度
の
事
業
で

２
０
５
０
神
河
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
業
務
を
委
託

し
て
い
る
が
、
町
の
計
画
な

の
で
外
注
す
る
の
で
は
な
く
、

町
職
員
で
策
定
す
る
と
い
う

考
え
は
な
か
っ
た
の
か
。
　

直
営
で
で
き
る
も
の
は

直
営
で
や
っ
て
い
く
よ

う
検
討
す
る
。
委
託
料
で
特

に
コ
ン
サ
ル
任
せ
に
な
っ
て

い
る
分
は
、
今
後
財
政
的
に

も
メ
ス
を
入
れ
て
い
く
。

国
保
税
の
徴
収
率
が
低

い
。
徴
収
率
を
上
げ
る

取
組
は
考
え
て
い
る
か
。

徴
収
の
強
化
と
コ
ン
ビ

ニ
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

納
付
、
ス
マ
ホ
決
済
納
付
等

納
付
し
や
す
い
環
境
の
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
く
。

要
介
護
認
定
の
方
や
そ

の
家
族
の
方
々
と
の
相

談
等
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

健
康
福
祉
課
で
は
相
談
や
状

況
把
握
を
し
て
い
な
い
の
か
。

要
介
護
の
方
の
状
態
が

ど
の
よ
う
な
状
態
か
詳

細
ま
で
は
把
握
で
き
て
な
い
。

病
院
で
行
っ
て
い
る
レ

ス
パ
イ
ト
ケ
ア
は
、
ど

の
よ
う
な
制
度
か
。

一
般
的
に
は
短
期
医
療

入
院
と
い
う
意
味
で
、

在
宅
の
患
者
で
一
時
的
に
家

族
の
介
護
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
に
病
院
に
入
院
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
あ
る
。

浄
化
槽
の
更
新
工
事
は

管
理
業
者
か
ら
の
報
告

に
基
づ
き
、
異
常
が
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
優
先
的
に
工
事
し

て
い
く
の
か
。

そ
う
で
あ
る
。

当
町
の
水
洗
化
率
は

99
・
05
％
と
非
常
に
高

い
数
値
で
あ
る
が
、
水
洗
化

以
外
の
処
理
方
法
は
。

汲
み
取
り
で
対
応
し
て

い
る
。

入
院
患
者
１
日
当
た
り

の
収
益
を
ほ
か
の
自
治

体
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
病
院
の
平

均
額
と
比
べ
る
と
、
当
院
は

平
均
額
よ
り
も
多
い
。
そ
の

理
由
は
。
　

当
院
は
、
ほ
か
の
自
治

体
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス
病
院

よ
り
も
機
能
が
高
く
、
そ
れ

が
単
価
に
反
映
し
て
い
る
と

推
測
し
て
い
る
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算

「
大
好
き
！
私
た
ち
の
町
　

か
み
か
わ
」
は
共
有
で
き
て

い
る
の
か
！

　
新
型
コ
ロ
ナ
が
３
年
目
に

入
り
、
１
日
も
早
い
収
束
を

願
っ
た
年
度
で
あ
っ
た
が
、

町
独
自
の
取
組
が
な
く
、
十

分
な
対
策
で
は
な
か
っ
た
。

　
粟
賀
小
学
校
跡
地
整
備
事

業
の
設
計
は
、
町
民
の
声
が

反
映
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。

　
企
業
誘
致
は
積
極
的
に
取

り
組
ん
だ
と
の
こ
と
だ
が
、

現
状
は
進
ん
で
い
な
い
。

　
ま
た
、
山
田
地
内
で
建
設

予
定
の
ニ
ン
ジ
ン
ジ
ュ
ー
ス

工
場
は
業
者
都
合
で
中
止
と

な
り
、
信
頼
を
な
く
し
た
こ

と
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　
町
の
め
ざ
す
姿
は
「
変
わ

ら
な
い
風
景
を
未
来
の
世
代

へ
」
で
あ
る
が
、
景
色
は
変

え
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
若
き
職
員
の
出
番
を
多
く

つ
く
り
、
「
大
好
き
！
私
た

ち
の
町
　
か
み
か
わ
」
を
共

有
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
期
待
す
る
。

総
括
質
疑

反
対
討
論

藤
森 

正
晴

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

公
立
神
崎
総
合
病
院
事
業
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

訪
問
看
護
事
業
特
別
会
計

下
水
道
事
業
会
計

浄
化
槽
事
業
特
別
会
計

主
な
Ｑ
＆
Ａ

主
な
Ｑ
＆
Ａ

一
般
会
計

歳  

入
歳  

出
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人権擁護委員
（R6.1.1～）

鉢木ひとみ氏（本村区）
はち き

まつ だ たかゆき
松田隆幸氏（福本区）

決算審査の様子

自転車で通学する神河中学校の生徒たち

条
例
の
一
部
改
正

〔
町
立
学
校
通
学
費
等
の
支

給
に
関
す
る
条
例
〕

　
令
和
４
年
12
月
定
例
会
で

提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
審
議

す
る
期
間
が
短
く
、
補
助
要

件
の
整
理
等
も
十
分
な
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
反
対

多
数
で
否
決
し
た
も
の
を
見

直
し
、
再
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
改
正
点
は
、
中
学
校

の
自
転
車
通
学
生
徒
の
自
転

車
購
入
費
の
一
部
と
し
て
３

万
円
を
令
和
５
年
４
月
に
さ

か
の
ぼ
り
支
給
す
る
こ
と
で
、

経
済
的
な
面
で
の
負
担
軽
減

を
行
う
た
め
改
正
す
る
も
の

で
す
。

　
小
・
中
学
校
入
学
時
に
か

か
る
費
用
負
担
の
軽
減
を
図

る
支
援
策
を
令
和
６
年
度
か

ら
始
め
る
た
め
、
具
体
的
な

取
組
を
検
討
し
て
い
く
と
の

こ
と
で
す
。

諮
問

〔
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
〕

　
令
和
２
年
か
ら
お
務
め
い

た
だ
い
て
い
る
岡
部
久
美
代

氏
が
令
和
５
年
12
月
31
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
ま

す
。

　
そ
の
後
任
に
、
鉢
木
ひ
と

み
氏
を
、
ま
た
、
引
き
続
き

松
田
隆
幸
氏
を
推
薦
し
た
い

旨
の
提
案
が
あ
り
、
両
名
と

も
「
適
任
者
で
あ
る
」
と
意

見
を
付
し
ま
し
た
。
任
期
は

令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
３

年
間
で
す
。

条
例
の
一
部
改
正

〔
特
別
会
計
条
例
〕

　
現
在
、
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
か
ん
ざ
き
で
、
神
崎
郡
３

町
で
取
り
組
ん
で
い
る
介
護

療
育
支
援
事
業
に
病
児
病
後

児
保
育
事
業
と
在
宅
医
療
・

介
護
連
携
支
援
事
業
を
加
え

た
３
事
業
会
計
を
一
本
化
し
、

事
業
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

改
正
す
る
も
の
で
す
。

第
１
１
５
回

９
　
月

定
例
会

　
第
１
１
５
回
定
例
会
は
、
９
月
４
日
か
ら
27
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
報
告
１
件
、
諮
問
２
件
、
条
例
改
正
３
件
、
公
社
の
解
散
１
件
、
令
和
５
年
度
補
正
予
算
11
件
、
令
和
４
年
度
決
算
認
定
14
件
、
追
加
で

工
事
契
約
１
件
、
補
正
予
算
１
件
の
計
34
件
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
認
定
し
ま
し
た
。
主
な
審
議
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
２
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
16
、
17
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

中学生の通学用自転車購入費
３万円支給決定！

決算に対する監査委員の主な意見決算に対する監査委員の主な意見

　令和４年度全会計について、７月19日から25日の間の５日間で各会計に対する決算審
査を行い、決算計数等、いずれも法令に準拠して適切に処理されていることを認めました。
　令和３年度決算審査で意見しました①～⑦までの各項目については、一定の改善はされ
ています。特に③については、収支見込調書の精度向上と適正な資金運用に取り組まれた
結果、一定の成果もあり高く評価しています。いずれの事項も今後も常に留意して取り組
むべき事項であり、特に意見をしました。

①　契約事務を行うに当たっては、競争性、経済性、公平性及び透明性の確保に努められ
たい。

②　補助金交付団体の会計処理は、要綱に基づいて適正に行い、報告書については一定の
統一したものを作成すること。あわせて各種補助金の成果を常に検証し、内容によっ
ては補助金額の見直しも検討されたい。

③　各課提出の収支見込調書の精度を高め、適正な資金運用に努められたい。
④　内部統制システムの運用の徹底を図られたい。（特に各課の事務マニュアルは毎年の

点検実施）
⑤　職員の心身の健康管理面から、適正配置や業務の効率化等事務分掌、超過勤務が常態
化しないよう人事管理に十分な留意を払われたい。

⑥　備品管理台帳の精度を高め、適正な財産管理に努められたい。
⑦　各課における窓口での現金の取扱いについては、公金取扱マニュアルに基づき、事故

を防止されたい。
⑧　ＰＤＣＡサイクルを効果的に回し事業の見直しや改善を図るため、事務事業進捗管理
シートの活用の徹底を図られたい。

監査委員からの意見

監査委員　藤後秀喜代表監査委員、吉岡嘉宏議選監査委員
とう ご ひで き よしおかよしひろ

神河町議会だより　78 号7 神河町議会だより　78 号 6

定
例
会
議
案
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決
算
審
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果



人権擁護委員
（R6.1.1～）
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す
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４
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さ
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ら
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対
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し
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を
見

直
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。
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は
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中
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円
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５
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４
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と
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。
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入
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和
６
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め
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な
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検
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い
く
と
の
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と
で
す
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令
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後
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、
鉢
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ま
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引
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と
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ま
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ら
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、
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図
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５
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９
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４
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催
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。
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３
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の
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と
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。
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化しないよう人事管理に十分な留意を払われたい。

⑥　備品管理台帳の精度を高め、適正な財産管理に努められたい。
⑦　各課における窓口での現金の取扱いについては、公金取扱マニュアルに基づき、事故
を防止されたい。

⑧　ＰＤＣＡサイクルを効果的に回し事業の見直しや改善を図るため、事務事業進捗管理
シートの活用の徹底を図られたい。

監査委員からの意見

監査委員　藤後秀喜代表監査委員、吉岡嘉宏議選監査委員
とう ご ひで き よしおかよしひろ

神河町議会だより　78 号7 神河町議会だより　78 号 6

定
例
会
議
案
審
議

決
算
審
査
結
果



契
約

〔
粟
賀
小
学
校
跡
地
公
園
・

図
書
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整

備
工
事
請
負
〕

　
こ
の
工
事
に
か
か
る
一
般

競
争
入
札
が
、
２
回
続
け
て

不
調
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

３
回
目
は
随
意
契
約
方
式
で

２
回
目
の
入
札
で
入
札
額
が

一
番
低
か
っ
た
大
鉄
工
業
㈱

神
戸
支
店
と
請
負
金
額
７
億

９
７
５
０
万
円(

消
費
税
込

み)

、
完
成
予
定
日
を
令
和

７
年
３
月
21
日
と
す
る
請
負

契
約
で
す
。

　
な
お
、
近
年
の
物
価
高
騰

の
影
響
で
当
初
の
整
備
事
業

費
８
億
円
で
は
書
架
等
の
整

備
が
で
き
ず
、
遊
具
を
含
め

全
て
を
整
備
す
る
に
は
約
１

億
７
５
０
０
万
円
余
り
整
備

費
が
超
過
す
る
見
込
み
で
す
。

　
　

補
正
予
算

〔
令
和
５
年
度
一
般
会
計

（
第
４
号
）
〕

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億

８
０
９
０
万
９
０
０
０
円
増

額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
94
億
６
５
６
１
万
７
０

０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
令
和
４
年

度
決
算
に
伴
う
財
政
調
整
基

金
の
積
立
金
や
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
基
金
の
積
立
金
、

農
業
生
産
コ
ス
ト
低
減
緊
急

対
策
事
業
補
助
金
、
長
谷
幼

稚
園
再
開
に
伴
う
長
谷
小
学

校
改
修
工
事
費
等
の
増
額
で

す
。

〔
令
和
５
年
度
一
般
会
計

（
第
５
号
）
〕

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
５

５
０
万
２
０
０
０
円
増
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
94

億
９
１
１
１
万
９
０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
６
月
か
ら

８
月
に
か
け
、
観
光
施
設
等

へ
の
落
雷
に
よ
り
故
障
し
た

設
備
の
修
繕
費
の
増
額
で
す
。

〔
令
和
５
年
度
公
立
神
崎
総

合
病
院
事
業
会
計
（
第
２

号
）
〕

　
４
条
予
算
で
歳
出
を
６
６

５
万
９
０
０
０
円
増
額
し
、

歳
出
予
算
の
総
額
を
２
億
９

３
６
３
万
８
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
医
療
器
械

の
故
障
で
診
療
業
務
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
か
ら
、
複
数

の
器
械
の
更
新
費
用
や
会
計

事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め

の
新
た
な
レ
ジ
シ
ス
テ
ム
導

入
費
用
等
の
増
額
で
す
。

８
月
10
日
開
催

条
例
の
一
部
改
正

〔
町
職
員
（
病
院
）
の
特
殊

勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
〕

　
厚
生
労
働
省
の
通
知
を
受

け
、
コ
ロ
ナ
医
療
な
ど
一
定

の
役
割
を
担
う
看
護
職
員
等

の
処
遇
改
善
手
当
を
月
額
１

０
，０
０
０
円
か
ら
１
２
，０

０
０
円
以
内
に
改
正
す
る
も

の
で
す
。

公園・図書コミュニティ施設完成予想図
（イメージ図のため、今後変更になる場合があります）

粟賀小学校跡地公園・図書コミュニティ施設
工事契約を締結！ 令和７年３月完成予定

第
１
１
４
回

８
月
臨
時
会

議案等の審議結果
◆全員賛成で可決・承認した議案等◆ 第１１４回臨時会（８月１０日開催）

議案番号 件　　名

第５７号 神河町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例制定の件

◆全員賛成で可決・承認した議案等◆ ※第１１５回定例会（９月４日～９月２７日開催）

報告番号 件　　名

第５号 健全化判断比率及び資金不足比率の報告の件

諮問番号 件　　名

第１～２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求める件

議案番号 件　　名

第５８号

第５９号

第６０号

第６１号

第６２号

第６３号

第６４号

第６５号

第６６号

第６７号

第６８号

第６９号

第７０号

第７１号

第７２号

第７４号

第７５号

第７６号

第７７号

第７８号

第７９号

第８０号

第８１号

第８２号

第８３号

第８４号

第８５号

第８６号

第８８号

神河町特別会計条例の一部を改正する条例制定の件

神河町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件

神河町立学校通学費等の支給に関する条例の一部を改正する条例制定の件

兵庫県町土地開発公社の解散について

令和５年度神河町一般会計補正予算（第４号）

令和５年度神河町介護療育支援事業特別会計補正予算（第２号）

令和５年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

令和５年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）

令和５年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

令和５年度神河町土地開発事業特別会計補正予算（第１号）

令和５年度神河町訪問看護事業特別会計補正予算（第１号）

令和５年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計補正予算（第１号）

令和５年度神河町水道事業会計補正予算（第２号）

令和５年度神河町下水道事業会計補正予算（第２号）

令和５年度公立神崎総合病院事業会計補正予算（第２号）

令和４年度神河町介護療育支援事業特別会計歳入歳出決算認定の件

令和４年度神河町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定の件

令和４年度神河町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定の件

令和４年度神河町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定の件

令和４年度神河町土地開発事業特別会計歳入歳出決算認定の件

令和４年度神河町訪問看護事業特別会計歳入歳出決算認定の件

令和４年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計歳入歳出決算認定の件

令和４年度神河町寺前地区振興基金特別会計歳入歳出決算認定の件

令和４年度神河町長谷地区振興基金特別会計歳入歳出決算認定の件

令和４年度神河町浄化槽事業特別会計歳入歳出決算認定の件

令和４年度神河町水道事業会計決算認定の件

令和４年度神河町下水道事業会計決算認定の件

令和４年度公立神崎総合病院事業会計決算認定の件

令和５年度神河町一般会計補正予算（第５号）

・○は賛成、×は反対です。１２番の小寺議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。
・１０番は欠番となっています。

※廣納議員は欠席のため、採決には加わっておりません。

◆賛否の分かれた議案等◆　
賛

成

反

対 果
結
決
議

小
島
木
村
澤
田
廣
納
安
部
吉
岡
松
岡
藤
森
藤
原
欠
番
栗
原
小
寺

9

7

1

3

認定

可決

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

×

－

－

○

○

－

－

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
議案番号 件　　名

第７３号

第８７号

令和４年度神河町一般会計歳入歳出決算認定の件

神河町粟賀小学校跡地公園・図書コミュニティ施設整備工事請負契約の件

神河町議会だより　78 号9 神河町議会だより　78 号 8

審

議

結

果

定
例
会
議
案
審
議



契
約

〔
粟
賀
小
学
校
跡
地
公
園
・

図
書
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整

備
工
事
請
負
〕

　
こ
の
工
事
に
か
か
る
一
般

競
争
入
札
が
、
２
回
続
け
て

不
調
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

３
回
目
は
随
意
契
約
方
式
で

２
回
目
の
入
札
で
入
札
額
が

一
番
低
か
っ
た
大
鉄
工
業
㈱

神
戸
支
店
と
請
負
金
額
７
億

９
７
５
０
万
円(

消
費
税
込

み)

、
完
成
予
定
日
を
令
和

７
年
３
月
21
日
と
す
る
請
負

契
約
で
す
。

　
な
お
、
近
年
の
物
価
高
騰

の
影
響
で
当
初
の
整
備
事
業

費
８
億
円
で
は
書
架
等
の
整

備
が
で
き
ず
、
遊
具
を
含
め

全
て
を
整
備
す
る
に
は
約
１

億
７
５
０
０
万
円
余
り
整
備

費
が
超
過
す
る
見
込
み
で
す
。

　
　

補
正
予
算

〔
令
和
５
年
度
一
般
会
計

（
第
４
号
）
〕

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億

８
０
９
０
万
９
０
０
０
円
増

額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
94
億
６
５
６
１
万
７
０

０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
令
和
４
年

度
決
算
に
伴
う
財
政
調
整
基

金
の
積
立
金
や
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
基
金
の
積
立
金
、

農
業
生
産
コ
ス
ト
低
減
緊
急

対
策
事
業
補
助
金
、
長
谷
幼

稚
園
再
開
に
伴
う
長
谷
小
学

校
改
修
工
事
費
等
の
増
額
で

す
。

〔
令
和
５
年
度
一
般
会
計

（
第
５
号
）
〕

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
５

５
０
万
２
０
０
０
円
増
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
94

億
９
１
１
１
万
９
０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
６
月
か
ら

８
月
に
か
け
、
観
光
施
設
等

へ
の
落
雷
に
よ
り
故
障
し
た

設
備
の
修
繕
費
の
増
額
で
す
。

〔
令
和
５
年
度
公
立
神
崎
総

合
病
院
事
業
会
計
（
第
２

号
）
〕

　
４
条
予
算
で
歳
出
を
６
６

５
万
９
０
０
０
円
増
額
し
、

歳
出
予
算
の
総
額
を
２
億
９

３
６
３
万
８
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
主
な
内
容
は
、
医
療
器
械

の
故
障
で
診
療
業
務
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
か
ら
、
複
数

の
器
械
の
更
新
費
用
や
会
計

事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め

の
新
た
な
レ
ジ
シ
ス
テ
ム
導

入
費
用
等
の
増
額
で
す
。

８
月
10
日
開
催

条
例
の
一
部
改
正

〔
町
職
員
（
病
院
）
の
特
殊

勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
〕

　
厚
生
労
働
省
の
通
知
を
受

け
、
コ
ロ
ナ
医
療
な
ど
一
定

の
役
割
を
担
う
看
護
職
員
等

の
処
遇
改
善
手
当
を
月
額
１

０
，０
０
０
円
か
ら
１
２
，０

０
０
円
以
内
に
改
正
す
る
も

の
で
す
。

公園・図書コミュニティ施設完成予想図
（イメージ図のため、今後変更になる場合があります）

粟賀小学校跡地公園・図書コミュニティ施設
工事契約を締結！ 令和７年３月完成予定

第
１
１
４
回

８
月
臨
時
会

議案等の審議結果
◆全員賛成で可決・承認した議案等◆ 第１１４回臨時会（８月１０日開催）

議案番号 件　　名

第５７号 神河町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例制定の件

◆全員賛成で可決・承認した議案等◆ ※第１１５回定例会（９月４日～９月２７日開催）

報告番号 件　　名

第５号 健全化判断比率及び資金不足比率の報告の件

諮問番号 件　　名

第１～２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求める件

議案番号 件　　名

第５８号

第５９号

第６０号

第６１号

第６２号

第６３号

第６４号

第６５号

第６６号

第６７号

第６８号

第６９号

第７０号

第７１号

第７２号

第７４号

第７５号

第７６号

第７７号

第７８号

第７９号

第８０号

第８１号

第８２号

第８３号

第８４号

第８５号

第８６号

第８８号

神河町特別会計条例の一部を改正する条例制定の件

神河町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定の件

神河町立学校通学費等の支給に関する条例の一部を改正する条例制定の件

兵庫県町土地開発公社の解散について

令和５年度神河町一般会計補正予算（第４号）

令和５年度神河町介護療育支援事業特別会計補正予算（第２号）

令和５年度神河町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

令和５年度神河町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）

令和５年度神河町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

令和５年度神河町土地開発事業特別会計補正予算（第１号）

令和５年度神河町訪問看護事業特別会計補正予算（第１号）

令和５年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計補正予算（第１号）

令和５年度神河町水道事業会計補正予算（第２号）

令和５年度神河町下水道事業会計補正予算（第２号）

令和５年度公立神崎総合病院事業会計補正予算（第２号）

令和４年度神河町介護療育支援事業特別会計歳入歳出決算認定の件

令和４年度神河町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定の件

令和４年度神河町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定の件

令和４年度神河町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定の件

令和４年度神河町土地開発事業特別会計歳入歳出決算認定の件

令和４年度神河町訪問看護事業特別会計歳入歳出決算認定の件

令和４年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計歳入歳出決算認定の件

令和４年度神河町寺前地区振興基金特別会計歳入歳出決算認定の件

令和４年度神河町長谷地区振興基金特別会計歳入歳出決算認定の件

令和４年度神河町浄化槽事業特別会計歳入歳出決算認定の件

令和４年度神河町水道事業会計決算認定の件

令和４年度神河町下水道事業会計決算認定の件

令和４年度公立神崎総合病院事業会計決算認定の件

令和５年度神河町一般会計補正予算（第５号）

・○は賛成、×は反対です。１２番の小寺議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。
・１０番は欠番となっています。

※廣納議員は欠席のため、採決には加わっておりません。

◆賛否の分かれた議案等◆　
賛

成

反

対 果
結
決
議

小
島
木
村
澤
田
廣
納
安
部
吉
岡
松
岡
藤
森
藤
原
欠
番
栗
原
小
寺

9

7

1

3

認定

可決

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

×

－

－

○

○

－

－

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
議案番号 件　　名

第７３号

第８７号

令和４年度神河町一般会計歳入歳出決算認定の件

神河町粟賀小学校跡地公園・図書コミュニティ施設整備工事請負契約の件

神河町議会だより　78 号9 神河町議会だより　78 号 8

審

議

結

果

定
例
会
議
案
審
議



神河町学校給食センター

ダイポールアンテナ

安心カプセル

院内に整備された無料Wi－Fi（無線ネットワーク）

８
月
９
日
開
催

　
市
川
町
か
ら
の
要
望
に
よ

り
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

共
同
運
営
に
つ
い
て
両
町
の

副
町
長
と
担
当
部
署
で
協
議

し
て
い
ま
す
。

 

給
食
セ
ン
タ
ー
の
共
同
運

営
に
向
け
た
課
題
の
整
理
、

施
設
統
合
に
必
要
な
経
費
の

負
担
割
内
の
確
認
、
共
同
運

営
開
始
後
の
経
費
の
試
算
な

ど
、
基
本
的
な
説
明
を
議
会

に
対
し
て
早
急
に
行
う
よ
う

に
申
し
入
れ
し
ま
し
た
。

第
３
期
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
策
定

に
関
わ
る
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
の
委
員
の
予
定
者
は
。

町
民
か
ら
委
員
を
公
募
し
な

い
の
か
。
委
員
名
が
公
表
さ

れ
れ
ば
、
そ
の
委
員
に
意
見

が
言
え
る
と
の
要
望
が
あ
る

が
。

委
員
は
、
民
生
児
童
委

員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、
幼

稚
園
職
員
、
保
育
園
園
長
、

保
育
園
保
護
者
、
児
童
セ
ン

タ
ー
職
員
を
予
定
し
て
い
る
。

今
の
と
こ
ろ
公
募
は
考
え
て

い
な
い
。
委
員
名
の
公
表
に

つ
い
て
は
、
要
望
を
参
考
に

検
討
す
る
。

町
民
温
水
プ
ー
ル
の
利

用
促
進
の
取
組
で
、
健

康
福
祉
課
の
協
力
に
よ
り
実

施
し
て
い
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

に
つ
い
て
、
利
用
の
有
無
に

よ
る
医
療
費
の
多
少
な
ど
の

調
査
で
は
不
十
分
で
あ
る
。

保
健
師
が
利
用
者
の
血
圧
を

定
期
的
に
測
定
す
る
な
ど
、

水
泳
の
効
果
を
明
ら
か
に
す

る
調
査
分
析
が
必
要
で
は
な

い
か
。健

康
福
祉
課
と
再
協
議

す
る
。

　
税
務
課
の
事
務
事
業
は
、

順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

　
会
計
課
の
事
務
事
業
は
、

順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

町
長
が
地
区
別
懇
談
会

な
ど
で
「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
２
ギ
ガ
に
増
速
し
た

が
、
こ
れ
で
は
も
う
だ
め
だ
。

今
後
は
10
ギ
ガ
に
し
な
い
と

町
に
企
業
や
事
業
所
を
呼
び

込
め
な
い
」
と
発
言
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
方
向
で
検
討
し

て
い
る
の
か
。

町
の
光
回
線
は
物
理
的

に
10
ギ
ガ
ま
で
は
対
応

で
き
る
。
10
ギ
ガ
以
上
は
、

現
在
契
約
し
て
い
る
業
者
よ

り
も
さ
ら
に
上
位
の
プ
ロ
バ

イ
ダ
ー
と
の
契
約
が
必
要
で
、

契
約
額
が
法
外
も
な
く
高
額

と
な
り
、
１
戸
当
た
り
の
利

用
料
金
も
高
額
に
な
る
。

町
民
か
ら
は
増
速
を
期

待
す
る
声
を
多
く
聞
く

が
、
高
額
な
料
金
負
担
と
な

る
と
現
実
的
で
は
な
い
。
内

部
で
し
っ
か
り
と
協
議
し
て

ほ
し
い
。

し
っ
か
り
と
議
論
を
し

た
上
で
発
言
を
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
す
る
。

廃
校
跡
地
整
備
活
用
事

業
の
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
跡
地
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
ア

ジ
ア
合
同
会
社
と
、
川
上
小

学
校
跡
地
の
㈱
Ｂ
ｕ
ｇ
Ｍ
ｏ

（
バ
グ
モ
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ

当
初
計
画
ど
お
り
に
事
業
が

実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
期
限

を
切
り
、
区
切
り
を
つ
け
て

次
の
活
用
策
を
考
え
る
べ
き

で
は
。そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
者
と

10
月
に
再
協
議
す
る
。

８
月
17
日
開
催

●
待
ち
時
間
対
策
の
取
組
と

し
て
、
病
院
待
合
室
や
病
室

等
に
無
料
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

●
経
営
改
善
に
関
わ
っ
て
い

る
コ
ン
サ
ル
か
ら
、
将
来
的

に
は
病
院
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ

ン
グ
を
行
う
べ
き
で
あ
る
が
、

し
ば
ら
く
は
患
者
数
が
大
き

く
減
少
し
な
い
の
で
、
生
産

性
の
向
上
に
向
け
た
提
言
を

考
え
て
い
る
と
病
院
が
報
告

を
受
け
た
と
の
こ
と
で
す
。

改
革
を
進
め
る
上
で
職

員
の
意
見
聴
取
等
真
摯

な
対
話
が
必
要
で
は
。

医
師
、
職
員
の
意
識
改

革
の
た
め
の
対
話
は
進

め
て
い
き
た
い
。

●
生
活
支
援
体
制
推
進
会
議

で
は
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
健
康
福
祉
課
等

関
係
課
が
中
心
に
な
っ
て
、

地
域
づ
く
り
の
推
進
を
進
め

て
い
ま
す
。ま
た
、各
ブ
ロ
ッ

ク
の
地
域
自
治
協
議
会
と
協

議
し
、「
安
心
カ
プ
セ
ル
」
等

の
実
施
や
検
討
を
進
め
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

生
活
支
援
協
議
体
の
設

立
に
向
け
て
、
ど
の
よ

う
な
計
画
で
進
め
る
の
か
。

生
活
支
援
協
議
体
を
地

域
自
治
協
議
会
の
中
に

入
れ
て
、
生
活
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
も
入
れ
て
、
地

域
自
治
協
議
会
の
中
で
考
え

る
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
お
き
た

い
。

健
康
増
進
事
業

町
民
温
水
プ
ー
ル
利
用

促
進
の
取
組
で
、
社
会

参
加
と
介
護
予
防
効
果
の
関

係
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
内

容
は
。生

活
習
慣
病
予
防
対
策

や
糖
尿
病
の
予
防
・
改

善
等
で
町
民
温
水
プ
ー
ル
の

活
用
を
検
討
し
て
い
る
。
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
内
容
は
、
町
民

温
水
プ
ー
ル
を
利
用
し
て
い

る
方
と
利
用
し
て
い
な
い
方

の
評
価
分
析
を
行
な
い
、
ど

う
い
う
効
果
が
あ
る
か
分
析

す
る
。

●
広
域
行
政
次
期
ご
み
処
理

施
設
計
画
は
、
市
川
町
浅
野

区
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今

後
は
、
事
業
者
の
選
定
に
移

り
ま
す
。

●
防
災
行
政
無
線
で
、
放
送

が
聞
こ
え
な
い
等
の
不
具
合

が
ま
だ
若
干
あ
り
ま
す
。
ダ

イ
ポ
ー
ル
ア
ン
テ
ナ
の
設
置

や
送
信
子
局
の
調
整
を
進
め

て
い
ま
す
。

台
風
７
号
が
当
町
を
通

過
し
た
と
き
の
情
報
伝

達
が
非
常
に
遅
く
、
防
災
行

政
無
線
で
も
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

が
な
か
っ
た
。
危
機
管
理
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

防
災
メ
ー
ル
と
エ
リ
ア

メ
ー
ル
を
配
信
し
た
が
、

契
約
事
業
者
側
で
不
具
合
が

あ
り
、
避
難
情
報
が
配
信
さ

れ
な
か
っ
た
。
事
業
者
に
も

確
認
し
、
原
因
把
握
に
努
め

て
い
る
。
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
が

さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
放
送

す
る
際
の
手
順
を
誤
っ
た
た

め
で
あ
る
。

●
姫
路
市
中
播
消
防
署
建
て

替
え
は
、
郡
内
３
町
で
合
意

が
で
き
、
足
並
み
を
揃
え
て

広
域
行
政
で
取
り
組
ん
で
い

く
方
向
で
す
。

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
予
測
と
実
績
で
か

な
り
の
開
き
が
あ
る
が
。

水
道
事
業
は
純
利
益
が

１
０
０
万
円
少
な
く
、

下
水
道
事
業
は
３
０
０
０
万

円
の
黒
字
決
算
で
あ
る
。
見

込
み
の
段
階
で
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
直
し
て
い

く
。

上
下
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課
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教
常
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課
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常
任
委
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は
、
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か
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ご
と
に
各
課
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の
進
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と
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の
調
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を
し
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い
ま
す
。
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業
の
進
捗
状
況
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要
事
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を
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す
。
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市
川
町
か
ら
の
要
望
に
よ

り
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

共
同
運
営
に
つ
い
て
両
町
の

副
町
長
と
担
当
部
署
で
協
議

し
て
い
ま
す
。

 

給
食
セ
ン
タ
ー
の
共
同
運

営
に
向
け
た
課
題
の
整
理
、

施
設
統
合
に
必
要
な
経
費
の

負
担
割
内
の
確
認
、
共
同
運

営
開
始
後
の
経
費
の
試
算
な

ど
、
基
本
的
な
説
明
を
議
会

に
対
し
て
早
急
に
行
う
よ
う

に
申
し
入
れ
し
ま
し
た
。

第
３
期
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
策
定

に
関
わ
る
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
の
委
員
の
予
定
者
は
。

町
民
か
ら
委
員
を
公
募
し
な

い
の
か
。
委
員
名
が
公
表
さ

れ
れ
ば
、
そ
の
委
員
に
意
見

が
言
え
る
と
の
要
望
が
あ
る

が
。

委
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は
、
民
生
児
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委
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、
Ｐ
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Ａ
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幼
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園
職
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園
園
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、

保
育
園
保
護
者
、
児
童
セ
ン

タ
ー
職
員
を
予
定
し
て
い
る
。

今
の
と
こ
ろ
公
募
は
考
え
て

い
な
い
。
委
員
名
の
公
表
に

つ
い
て
は
、
要
望
を
参
考
に

検
討
す
る
。

町
民
温
水
プ
ー
ル
の
利

用
促
進
の
取
組
で
、
健

康
福
祉
課
の
協
力
に
よ
り
実

施
し
て
い
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

に
つ
い
て
、
利
用
の
有
無
に

よ
る
医
療
費
の
多
少
な
ど
の

調
査
で
は
不
十
分
で
あ
る
。

保
健
師
が
利
用
者
の
血
圧
を

定
期
的
に
測
定
す
る
な
ど
、

水
泳
の
効
果
を
明
ら
か
に
す

る
調
査
分
析
が
必
要
で
は
な

い
か
。健

康
福
祉
課
と
再
協
議

す
る
。

　
税
務
課
の
事
務
事
業
は
、

順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

　
会
計
課
の
事
務
事
業
は
、

順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

町
長
が
地
区
別
懇
談
会

な
ど
で
「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
２
ギ
ガ
に
増
速
し
た

が
、
こ
れ
で
は
も
う
だ
め
だ
。

今
後
は
10
ギ
ガ
に
し
な
い
と

町
に
企
業
や
事
業
所
を
呼
び

込
め
な
い
」
と
発
言
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
方
向
で
検
討
し

て
い
る
の
か
。

町
の
光
回
線
は
物
理
的

に
10
ギ
ガ
ま
で
は
対
応

で
き
る
。
10
ギ
ガ
以
上
は
、

現
在
契
約
し
て
い
る
業
者
よ

り
も
さ
ら
に
上
位
の
プ
ロ
バ

イ
ダ
ー
と
の
契
約
が
必
要
で
、

契
約
額
が
法
外
も
な
く
高
額

と
な
り
、
１
戸
当
た
り
の
利

用
料
金
も
高
額
に
な
る
。

町
民
か
ら
は
増
速
を
期

待
す
る
声
を
多
く
聞
く

が
、
高
額
な
料
金
負
担
と
な

る
と
現
実
的
で
は
な
い
。
内

部
で
し
っ
か
り
と
協
議
し
て

ほ
し
い
。

し
っ
か
り
と
議
論
を
し

た
上
で
発
言
を
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
す
る
。

廃
校
跡
地
整
備
活
用
事

業
の
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
跡
地
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
ア

ジ
ア
合
同
会
社
と
、
川
上
小

学
校
跡
地
の
㈱
Ｂ
ｕ
ｇ
Ｍ
ｏ

（
バ
グ
モ
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ

当
初
計
画
ど
お
り
に
事
業
が

実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
期
限

を
切
り
、
区
切
り
を
つ
け
て

次
の
活
用
策
を
考
え
る
べ
き

で
は
。そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
者
と

10
月
に
再
協
議
す
る
。

８
月
17
日
開
催

●
待
ち
時
間
対
策
の
取
組
と

し
て
、
病
院
待
合
室
や
病
室

等
に
無
料
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

●
経
営
改
善
に
関
わ
っ
て
い

る
コ
ン
サ
ル
か
ら
、
将
来
的

に
は
病
院
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ

ン
グ
を
行
う
べ
き
で
あ
る
が
、

し
ば
ら
く
は
患
者
数
が
大
き

く
減
少
し
な
い
の
で
、
生
産

性
の
向
上
に
向
け
た
提
言
を

考
え
て
い
る
と
病
院
が
報
告

を
受
け
た
と
の
こ
と
で
す
。

改
革
を
進
め
る
上
で
職

員
の
意
見
聴
取
等
真
摯

な
対
話
が
必
要
で
は
。

医
師
、
職
員
の
意
識
改

革
の
た
め
の
対
話
は
進

め
て
い
き
た
い
。

●
生
活
支
援
体
制
推
進
会
議

で
は
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
健
康
福
祉
課
等

関
係
課
が
中
心
に
な
っ
て
、

地
域
づ
く
り
の
推
進
を
進
め

て
い
ま
す
。ま
た
、各
ブ
ロ
ッ

ク
の
地
域
自
治
協
議
会
と
協

議
し
、「
安
心
カ
プ
セ
ル
」
等

の
実
施
や
検
討
を
進
め
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

生
活
支
援
協
議
体
の
設

立
に
向
け
て
、
ど
の
よ

う
な
計
画
で
進
め
る
の
か
。

生
活
支
援
協
議
体
を
地

域
自
治
協
議
会
の
中
に

入
れ
て
、
生
活
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
も
入
れ
て
、
地

域
自
治
協
議
会
の
中
で
考
え

る
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
お
き
た

い
。

健
康
増
進
事
業

町
民
温
水
プ
ー
ル
利
用

促
進
の
取
組
で
、
社
会

参
加
と
介
護
予
防
効
果
の
関

係
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
内

容
は
。生

活
習
慣
病
予
防
対
策

や
糖
尿
病
の
予
防
・
改

善
等
で
町
民
温
水
プ
ー
ル
の

活
用
を
検
討
し
て
い
る
。
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
内
容
は
、
町
民

温
水
プ
ー
ル
を
利
用
し
て
い

る
方
と
利
用
し
て
い
な
い
方

の
評
価
分
析
を
行
な
い
、
ど

う
い
う
効
果
が
あ
る
か
分
析

す
る
。

●
広
域
行
政
次
期
ご
み
処
理

施
設
計
画
は
、
市
川
町
浅
野

区
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今

後
は
、
事
業
者
の
選
定
に
移

り
ま
す
。

●
防
災
行
政
無
線
で
、
放
送

が
聞
こ
え
な
い
等
の
不
具
合

が
ま
だ
若
干
あ
り
ま
す
。
ダ

イ
ポ
ー
ル
ア
ン
テ
ナ
の
設
置

や
送
信
子
局
の
調
整
を
進
め

て
い
ま
す
。

台
風
７
号
が
当
町
を
通

過
し
た
と
き
の
情
報
伝

達
が
非
常
に
遅
く
、
防
災
行

政
無
線
で
も
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

が
な
か
っ
た
。
危
機
管
理
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

防
災
メ
ー
ル
と
エ
リ
ア

メ
ー
ル
を
配
信
し
た
が
、

契
約
事
業
者
側
で
不
具
合
が

あ
り
、
避
難
情
報
が
配
信
さ

れ
な
か
っ
た
。
事
業
者
に
も

確
認
し
、
原
因
把
握
に
努
め

て
い
る
。
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
が

さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
放
送

す
る
際
の
手
順
を
誤
っ
た
た

め
で
あ
る
。

●
姫
路
市
中
播
消
防
署
建
て

替
え
は
、
郡
内
３
町
で
合
意

が
で
き
、
足
並
み
を
揃
え
て

広
域
行
政
で
取
り
組
ん
で
い

く
方
向
で
す
。

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
予
測
と
実
績
で
か

な
り
の
開
き
が
あ
る
が
。

水
道
事
業
は
純
利
益
が

１
０
０
万
円
少
な
く
、

下
水
道
事
業
は
３
０
０
０
万

円
の
黒
字
決
算
で
あ
る
。
見

込
み
の
段
階
で
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
直
し
て
い

く
。

上
下
水
道
課

総
務
文
教
常
任
委
員
会

教
　
育
　
課

民
生
福
祉
常
任
委
員
会

公
立
神
崎
総
合
病
院

健
康
福
祉
課

税
　
務
　
課

会
　
計
　
課

総
　
務
　
課

住
民
生
活
課

神河町議会だより　78 号11 神河町議会だより　78 号 10

常
任
委
員
会
は
、
３
か
月
ご
と
に
各
課
事
業
の
進
捗
状
況
と
重
要
事
業
の
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

常
任
委
員
会
は
、
３
か
月
ご
と
に
各
課
事
業
の
進
捗
状
況
と
重
要
事
業
の
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
の
活
動

委
員
会
の
活
動



デマンド交通用に
購入予定の車両
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乗用型にんにく植付機

8月23日実施の地籍課、中播消防署、中はりま
森林組合の３者合同での山岳救助訓練の様子

８
月
10
日
開
催

高
垣
橋（
加
納
地
内
）の

工
事
は
、
契
約
締
結
後
、

工
事
着
手
さ
れ
ず
、業
者
か
ら

何
の
連
絡
も
な
い
ま
ま
期
限

が
過
ぎ
て
契
約
解
除
に
な
っ

た
が
、ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

業
者
に
確
認
す
る
と
、

下
請
業
者
の
関
係
で
工

事
が
着
手
で
き
な
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

契
約
解
除
は
前
代
未
聞

で
あ
る
。
業
者
に
対
す

る
処
分
は
。

期
限
を
切
ら
ず
、
入
札

指
名
停
止
と
す
る
。

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を

使
っ
た
訓
練
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

神
戸
航
空
隊
と
連
絡
を

と
っ
た
が
、
今
年
度
は

厳
し
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、

次
年
度
は
実
現
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
発
煙
筒
を
用
い
た
訓
練
は
、

今
年
度
中
に
実
施
し
た
い
。

森
林
環
境
譲
与
税
３
０

０
０
万
円
を
今
年
度
中

に
使
い
切
る
と
の
こ
と
だ
が
、

腹
案
は
あ
る
の
か
。

森
林
環
境
譲
与
税
基
金

の
一
部
を
山
の
整
備
に

か
か
る
観
光
施
設
管
理
事
業

に
繰
入
れ
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
来
年
度
以
降
は
未
確
定
だ

が
、
粟
賀
小
学
校
跡
地
整
備

事
業
の
施
設
内
の
木
質
化
に

充
て
て
は
と
思
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
播
但
線
利
用
推
進
事
業

遠
距
離
通
勤
・
通
学
補

助
事
業
は
、
あ
ま
り
効

果
の
な
い
事
業
に
思
え
る
。

他
の
事
業
に
予
算
を
回
す
こ

と
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。特

急
は
ま
か
ぜ
利
用
促

進
補
助
金
を
使
い
な
が

ら
、
新
た
な
事
業
に
取
り
組

む
と
か
、
日
常
的
な
利
用
効

果
を
ど
の
よ
う
に
出
せ
る
か

検
討
し
た
い
。

ア
グ
リ
イ
ノ
べ
ー
シ
ョ
ン
推

進
事
業地

方
創
生
推
進
交
付
金

で
購
入
し
た
農
機
具
は
、

実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の

か
。

使
用
し
て
い
な
い
農
機

具
は
、
活
用
に
向
け
て

検
討
し
て
い
る
。

デ
マ
ン
ド
交
通
事
業

　
作
畑
新
田
線
、
上
小
田
線

に
交
通
車
両
２
台
を
購
入
予

定
で
す
。

粟
賀
小
学
校
跡
地
整
備
事
業

粟
賀
小
学
校
跡
地
整
備

事
業
に
充
当
す
る
た
め

の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は

本
年
度
だ
け
な
の
か
、
次
年

度
も
続
け
る
の
か
。

令
和
７
年
３
月
31
日
ま

で
国
の
認
定
を
も
ら
っ

て
い
る
。
遊
具
の
財
源
に
充

て
る
と
い
う
こ
と
で
募
集
し

て
い
な
い
の
で
、
粟
賀
小
学

校
跡
地
整
備
事
業
に
関
し
て

使
え
る
と
認
識
し
て
い
る
。

６
月
27
日
開
催

平
成
29
年
に
「
い
じ
め

の
重
大
事
態
の
調
査
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が

策
定
さ
れ
た
。当
町
の
い
じ
め

報
告
件
数
は
、
平
成
29
年
度

50
件
、
30
年
度
45
件
、
令
和

元
年
度
25
件
、
２
年
度
20
件
、

３
年
度
13
件
、
４
年
度
６
件

で
あ
る
。
気
づ
か
な
か
っ
た

い
じ
め
が
な
い
か
、
今
一
度

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
し
っ
か
り

確
認
し
対
応
願
い
た
い
。

気
を
引
き
締
め
て
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し
、

い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早
期

発
見
に
努
め
る
。

令
和
４
年
度
の
神
河
中

学
校
の
不
登
校
生
徒
は

14
名
で
あ
る
。
適
応
教
室
に

入
り
き
れ
な
い
状
況
で
は
。

空
き
教
室
を
利
用
し
、

生
徒
を
分
散
し
て
対
応

し
て
い
る
。

　
不
登
校
は
神
崎
郡
全
体
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
兵
庫

県
「
但
馬
や
ま
び
こ
の
郷
」

か
ら
指
導
主
事
を
招
き
、
研

修
会
を
開
催
し
て
い
る
。
神

河
中
学
校
に
適
応
教
室
を
兼

ね
た
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
３
名
体
制
で
一
人

ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
観
点

で
不
登
校
児
童
・
生
徒
に
対

応
し
て
い
く
。

本
人
通
知
制
度
の
登
録

者
数
は
、令
和
３
年
度
が

６
８
０
人
、
令
和
４
年
度
が

６
９
０
人
と
増
え
て
い
な
い
。

制
度
の
内
容
や
登
録
す
る
こ

と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
が
理
解

さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

人
権
啓
発
大
会
や
青
少

年
健
全
育
成
大
会
時
に

は
、
本
人
通
知
制
度
登
録
出

張
窓
口
を
開
設
し
て
い
る
。

今
後
も
、
町
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
積
極
的
に
発

信
し
、
登
録
者
増
に
つ
な
げ

る
。

　
７
月
３
日
、
４
日
に
議
会

運
営
委
員
４
名
と
議
長
が
、

先
進
的
に
議
会
改
革
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
２
町
に
視
察

研
修
に
行
き
ま
し
た
。

　
大
和
町
議
会
は
、
議
員
の

な
り
手
育
成
や
定
数
、
報
酬

な
ど
を
検
討
す
る
た
め
、
町

民
代
表
の
各
種
団
体
長
等
24

名
を
研
究
員
に
委
嘱
し
、
大

学
や
新
聞
社
の
協
力
を
得
て

「
こ
れ
か
ら
の
大
和
町
議
会

の
あ
り
方
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
柴
田
町
議
会
は
、
議
会
基

本
条
例
の
目
的
を
達
成
し
て

い
る
か
を
毎
年
検
証
す
る
と

と
も
に
、
行
政
へ
の
政
策
提

言
を
行
う
た
め
、
議
員
間
で

の
討
議
を
活
発
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
各
常
任
委

員
会
が
テ
ー
マ
を
決
め
て
、

住
民
・
各
種
団
体
・
高
校
生

な
ど
と
積
極
的
に
対
話
を
行

い
、
政
策
提
言
を
行
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

　
８
月
８
日
に
全
員
協
議
会

を
開
催
し
、大
和
町
議
会
・
柴

田
町
議
会
の
視
察
報
告
と
今

後
の
神
河
町
議
会
の
議
会
改

革
の
取
組
を
協
議
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
来
年
度
の
予
算

編
成
に
向
け
て
議
会
と
し
て

政
策
提
言
を
行
う
た
め
、
各

常
任
委
員
会
で
委
員
間
討
議

を
行
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
来
年
度
か
ら
大

学
関
係
者
等
の
協
力
を
得
て
、

具
体
的
な
議
会
改
革
に
取
り

組
む
た
め
の
準
備
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　
８
月
３
日
に
京
都
府
与
謝

野
町
議
会
が
①
地
域
自
治
協

議
会
の
取
組
、
②
町
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
事
業
に
つ
い
て
行
政
視
察

の
た
め
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
か
ら
議
長
と
総
務
文

教
常
任
委
員
長
が
出
席
し
ま

し
た
。
町
長
、
総
務
課
長
ほ

か
担
当
職
員
か
ら
調
査
事
項

に
つ
い
て
当
町
の
取
組
状
況

を
説
明
し
、
質
疑
及
び
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

柴田町議会視察の様子

行政視察の様子

宮
城
県
大
和
町
議
会
と

柴
田
町
議
会
を
訪
問

　
　
　
　
　
　た
い
わ
ち
ょ
う

し
ば
た
ま
ち

神
河
町
議
会
で

議
会
改
革
の
取
組
を
開
始

京
都
府
与
謝
野
町
議
会

が
行
政
視
察
訪
問

産
業
建
設
常
任
委
員
会

建
　
設
　
課

地
　
籍
　
課

農
林
政
策
課

人
権
文
化
推
進
特
別
委
員
会

教
　
育
　
課

住
民
生
活
課

ひ
と
・
ま
ち
・
み
ら
い
課

神河町議会だより　78 号13 神河町議会だより　78 号 12

常
任
委
員
会
は
、
３
か
月
ご
と
に
各
課
事
業
の
進
捗
状
況
と
重
要
事
業
の
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
の
活
動

議

会

の

活

動

委
員
会
の
活
動
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８
月
10
日
開
催

高
垣
橋（
加
納
地
内
）の

工
事
は
、
契
約
締
結
後
、

工
事
着
手
さ
れ
ず
、業
者
か
ら

何
の
連
絡
も
な
い
ま
ま
期
限

が
過
ぎ
て
契
約
解
除
に
な
っ

た
が
、ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

業
者
に
確
認
す
る
と
、

下
請
業
者
の
関
係
で
工

事
が
着
手
で
き
な
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。

契
約
解
除
は
前
代
未
聞

で
あ
る
。
業
者
に
対
す

る
処
分
は
。

期
限
を
切
ら
ず
、
入
札

指
名
停
止
と
す
る
。

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を

使
っ
た
訓
練
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

神
戸
航
空
隊
と
連
絡
を

と
っ
た
が
、
今
年
度
は

厳
し
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、

次
年
度
は
実
現
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
発
煙
筒
を
用
い
た
訓
練
は
、

今
年
度
中
に
実
施
し
た
い
。

森
林
環
境
譲
与
税
３
０

０
０
万
円
を
今
年
度
中

に
使
い
切
る
と
の
こ
と
だ
が
、

腹
案
は
あ
る
の
か
。

森
林
環
境
譲
与
税
基
金

の
一
部
を
山
の
整
備
に

か
か
る
観
光
施
設
管
理
事
業

に
繰
入
れ
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
来
年
度
以
降
は
未
確
定
だ

が
、
粟
賀
小
学
校
跡
地
整
備

事
業
の
施
設
内
の
木
質
化
に

充
て
て
は
と
思
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
播
但
線
利
用
推
進
事
業

遠
距
離
通
勤
・
通
学
補

助
事
業
は
、
あ
ま
り
効

果
の
な
い
事
業
に
思
え
る
。

他
の
事
業
に
予
算
を
回
す
こ

と
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。特

急
は
ま
か
ぜ
利
用
促

進
補
助
金
を
使
い
な
が

ら
、
新
た
な
事
業
に
取
り
組

む
と
か
、
日
常
的
な
利
用
効

果
を
ど
の
よ
う
に
出
せ
る
か

検
討
し
た
い
。

ア
グ
リ
イ
ノ
べ
ー
シ
ョ
ン
推

進
事
業地

方
創
生
推
進
交
付
金

で
購
入
し
た
農
機
具
は
、

実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の

か
。

使
用
し
て
い
な
い
農
機

具
は
、
活
用
に
向
け
て

検
討
し
て
い
る
。

デ
マ
ン
ド
交
通
事
業

　
作
畑
新
田
線
、
上
小
田
線

に
交
通
車
両
２
台
を
購
入
予

定
で
す
。

粟
賀
小
学
校
跡
地
整
備
事
業

粟
賀
小
学
校
跡
地
整
備

事
業
に
充
当
す
る
た
め

の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は

本
年
度
だ
け
な
の
か
、
次
年

度
も
続
け
る
の
か
。

令
和
７
年
３
月
31
日
ま

で
国
の
認
定
を
も
ら
っ

て
い
る
。
遊
具
の
財
源
に
充

て
る
と
い
う
こ
と
で
募
集
し

て
い
な
い
の
で
、
粟
賀
小
学

校
跡
地
整
備
事
業
に
関
し
て

使
え
る
と
認
識
し
て
い
る
。

６
月
27
日
開
催

平
成
29
年
に
「
い
じ
め

の
重
大
事
態
の
調
査
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が

策
定
さ
れ
た
。当
町
の
い
じ
め

報
告
件
数
は
、
平
成
29
年
度

50
件
、
30
年
度
45
件
、
令
和

元
年
度
25
件
、
２
年
度
20
件
、

３
年
度
13
件
、
４
年
度
６
件

で
あ
る
。
気
づ
か
な
か
っ
た

い
じ
め
が
な
い
か
、
今
一
度

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
し
っ
か
り

確
認
し
対
応
願
い
た
い
。

気
を
引
き
締
め
て
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し
、

い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早
期

発
見
に
努
め
る
。

令
和
４
年
度
の
神
河
中

学
校
の
不
登
校
生
徒
は

14
名
で
あ
る
。
適
応
教
室
に

入
り
き
れ
な
い
状
況
で
は
。

空
き
教
室
を
利
用
し
、

生
徒
を
分
散
し
て
対
応

し
て
い
る
。

　
不
登
校
は
神
崎
郡
全
体
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
兵
庫

県
「
但
馬
や
ま
び
こ
の
郷
」

か
ら
指
導
主
事
を
招
き
、
研

修
会
を
開
催
し
て
い
る
。
神

河
中
学
校
に
適
応
教
室
を
兼

ね
た
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
３
名
体
制
で
一
人

ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
観
点

で
不
登
校
児
童
・
生
徒
に
対

応
し
て
い
く
。

本
人
通
知
制
度
の
登
録

者
数
は
、令
和
３
年
度
が

６
８
０
人
、
令
和
４
年
度
が

６
９
０
人
と
増
え
て
い
な
い
。

制
度
の
内
容
や
登
録
す
る
こ

と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
が
理
解

さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
。

人
権
啓
発
大
会
や
青
少

年
健
全
育
成
大
会
時
に

は
、
本
人
通
知
制
度
登
録
出

張
窓
口
を
開
設
し
て
い
る
。

今
後
も
、
町
広
報
紙
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
積
極
的
に
発

信
し
、
登
録
者
増
に
つ
な
げ

る
。

　
７
月
３
日
、
４
日
に
議
会

運
営
委
員
４
名
と
議
長
が
、

先
進
的
に
議
会
改
革
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
２
町
に
視
察

研
修
に
行
き
ま
し
た
。

　
大
和
町
議
会
は
、
議
員
の

な
り
手
育
成
や
定
数
、
報
酬

な
ど
を
検
討
す
る
た
め
、
町

民
代
表
の
各
種
団
体
長
等
24

名
を
研
究
員
に
委
嘱
し
、
大

学
や
新
聞
社
の
協
力
を
得
て

「
こ
れ
か
ら
の
大
和
町
議
会

の
あ
り
方
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
柴
田
町
議
会
は
、
議
会
基

本
条
例
の
目
的
を
達
成
し
て

い
る
か
を
毎
年
検
証
す
る
と

と
も
に
、
行
政
へ
の
政
策
提

言
を
行
う
た
め
、
議
員
間
で

の
討
議
を
活
発
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
各
常
任
委

員
会
が
テ
ー
マ
を
決
め
て
、

住
民
・
各
種
団
体
・
高
校
生

な
ど
と
積
極
的
に
対
話
を
行

い
、
政
策
提
言
を
行
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。

　
８
月
８
日
に
全
員
協
議
会

を
開
催
し
、大
和
町
議
会
・
柴

田
町
議
会
の
視
察
報
告
と
今

後
の
神
河
町
議
会
の
議
会
改

革
の
取
組
を
協
議
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
来
年
度
の
予
算

編
成
に
向
け
て
議
会
と
し
て

政
策
提
言
を
行
う
た
め
、
各

常
任
委
員
会
で
委
員
間
討
議

を
行
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
来
年
度
か
ら
大

学
関
係
者
等
の
協
力
を
得
て
、

具
体
的
な
議
会
改
革
に
取
り

組
む
た
め
の
準
備
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　
８
月
３
日
に
京
都
府
与
謝

野
町
議
会
が
①
地
域
自
治
協

議
会
の
取
組
、
②
町
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
事
業
に
つ
い
て
行
政
視
察

の
た
め
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
か
ら
議
長
と
総
務
文

教
常
任
委
員
長
が
出
席
し
ま

し
た
。
町
長
、
総
務
課
長
ほ

か
担
当
職
員
か
ら
調
査
事
項

に
つ
い
て
当
町
の
取
組
状
況

を
説
明
し
、
質
疑
及
び
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

柴田町議会視察の様子

行政視察の様子

宮
城
県
大
和
町
議
会
と

柴
田
町
議
会
を
訪
問

　
　
　
　
　
　た
い
わ
ち
ょ
う

し
ば
た
ま
ち

神
河
町
議
会
で

議
会
改
革
の
取
組
を
開
始

京
都
府
与
謝
野
町
議
会

が
行
政
視
察
訪
問

産
業
建
設
常
任
委
員
会

建
　
設
　
課

地
　
籍
　
課

農
林
政
策
課

人
権
文
化
推
進
特
別
委
員
会

教
　
育
　
課

住
民
生
活
課

ひ
と
・
ま
ち
・
み
ら
い
課

神河町議会だより　78 号13 神河町議会だより　78 号 12

常
任
委
員
会
は
、
３
か
月
ご
と
に
各
課
事
業
の
進
捗
状
況
と
重
要
事
業
の
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
の
活
動

議

会

の

活

動

委
員
会
の
活
動



広報研究会の様子

　一般質問は、住民から重大な関心と期待を持たれるもので、議員が執行機関に対し、
行政全般にわたる施策の状況や方針などについて説明・報告を求め、議員自らも政策提言
を行い、政治姿勢を明らかにするものです。質問する議員は、町長に事前に質問内容を通
告します。時間は質問、答弁合わせ１人１時間以内となっています。質問した議員それぞ
れが原稿を起こし、議会だよりに掲載しています。(１人１ページ )

　
令
和
５
年
１
月
開
催
の
区

長
会
と
の
意
見
交
換
会
で
要

望
の
あ
り
ま
し
た
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
相
談
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
」
に
つ
い
て
議
会
で

協
議
し
ま
し
た
。

 

そ
の
結
果
、意
見・要
望
の

分
析
か
ら
課
題
の
把
握
、
ほ

か
の
類
似
案
件
と
の
調
整
、

他
地
域
と
の
調
整
等
の
検
討

が
必
要
で
、
議
会
と
し
て
よ

り
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
納

得
し
て
い
た
だ
け
る
１
つ
の

施
策
や
改
善
策
を
ま
と
め
る

に
は
多
く
の
議
論
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
か
え
っ
て
意
見
等
を
い
た

だ
い
た
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、「
議
会
に
相
談

で
き
る
シ
ス
テ
ム
」づ
く
り

は
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

 

な
お
、
従
来
ど
お
り
電
話

や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
等
で
の

相
談
等
は
今
後
も
対
応
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
８
月
２
日
に
兵
庫
県
町
議

会
議
長
会
主
催
の
令
和
５
年

度
議
会
広
報
研
究
会
が
兵
庫

県
民
会
館
（
神
戸
市
）
で
開

催
さ
れ
、
議
会
か
ら
広
報
公

聴
活
動
調
査
特
別
委
員
と
議

長
が
参
加
し
ま
し
た
。

 
（
一
社
）
自
治
体
広
報
広

聴
研
究
所
代
表
理
事
の
金
井

茂
樹
氏
に
よ
る
講
演
「
伝
わ

る
議
会
広
報
の
編
集
ポ
イ
ン

ト
」
の
後
、
各
町
議
会
広
報

紙
に
つ
い
て
、具
体
的
に
リ
ー

ド
文
の
付
け
方
、字
体
、数
字

の
見
や
す
さ
な
ど
を
個
々
に

指
導
を
受
け
ま
し
た
。

「
議
会
に
相
談
で
き
る

シ
ス
テ
ム
」の
検
討
結
果

広
報
研
究
会
に
参
加

声みなさんの　　　　を

町政に

　希望される方は、本会議当日に議
場入り口の傍聴人受付票に住所、氏
名等を記入し、受付箱に投函してく
ださい。なお、団体での傍聴を希望
される場合は事前に事務局までご連
絡をください。

本会議等の傍聴について
主
な
議
会
日
程

議
会
だ
よ
り
か
み
か
わ

第
77
号
の
一
般
質
問
記

事
の
文
字
訂
正

11

　月

９
日
（
木
）
産
業
建
設
常
任
委
員
会

15
日
（
水
）
民
生
福
祉
常
任
委
員
会

21
日
（
火
）
総
務
文
教
常
任
委
員
会

30
日
（
木
）
議
会
運
営
委
員
会

12

　月

６
日
（
水
）
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
（
提
案
・
質
疑
等
）

８
日
（
金
）
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
付
託
議
案
）

14
日
（
木
）・
15
日
（
金
）

　
　
　
　
　
定
例
会
（
一
般
質
問
）

20
日
（
水
）
定
例
会
最
終
日
（
採
決
）

　
６
月
定
例
会
に
お
け
る

松
岡
宣
彦
議
員
の
一
般
質

問
で
、
記
事
の
訂
正
が
あ

り
ま
す
。

　
林
道
専
用
道
神
河
１
号

線
（
吉
冨
区
〜
杉
区
間
）

開
設
に
係
る
一
般
質
問
の

答
弁
で
、
農
林
政
策
課
長

が
「
林
業
専
用
道
大
畑
越

知
線
は
県
代
行
で
施
工
中
」

と
答
弁
し
ま
し
た
が
、
正

し
く
は
林
道
開
設
に
向
け

て
事
業
に
着
手
し
た
と
い

う
意
味
の
「
施
行
」
が
適

切
な
表
現
に
な
り
ま
す
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

※

こ
の
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

今回の登壇者は 2人でした。
ページ 質問者（登壇順） 質　問　事　項 ケーブルテレビ

再放送

16

17 小島義次 議員

吉岡嘉宏 議員
①相続登記義務化の周知活動は必要
②神河町子どもを健やかに生み育てる支援金の拡充を
③上小田区内のスキーシーズン中のトイレ対策を
①学校の指導用教材を公費負担で
②観光業務をスムーズかつ有効に行うための工夫は
③病院受付業務のスムーズ化を

11月8日（水）
午後7：00～

11月8日（水）
午後8：00～

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

本会議の様子を
　録画配信しています！

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　定例会・臨時会の様子を会議終了後に見
ることができるように、町のホームページ
で録画配信をしています。下のQRコードを
読み込んでいただくか、インターネットで
「神河町議会　議会録画配信」と検索して
いただき、ご覧ください。

 意見交換会の開催にあたり、開催希望団
体を募集しています。
 町政や議会に対しての意見、提案などを
直接お聴きし、政策提言等に反映します。
 詳しくは、町のホームページをご覧いた
だくか、議会事務局までお問い合わせくだ
さい。

意 見 交 換 会
議　会　と　の
意 見 交 換 会

皆 さ ん の 意 見 を
お 聞 か せ く だ さ い

神 河 町 議 会
録画配信ページ

申込書
ダウンロードページ

お問い合わせ先
神河町役場　議会事務局
TEL 0790-34-0213
Email：gikai@town.kamikawa.hyogo.jp　

 

ぜひご覧
ください

神河町議会　議会録画配信

　一般質問は、住民から重大な関心と期待を持たれるもので、議員が執行機関に対し、
行政全般にわたる施策の状況や方針などについて説明・報告を求め、議員自らも政策提言
を行い、政治姿勢を明らかにするものです。質問する議員は、町長に事前に質問内容を通
告します。時間は質問、答弁合わせ１人１時間以内となっています。質問した議員それぞ
れが原稿を起こし、議会だよりに掲載しています。(１人１ページ )

神河町議会だより　78 号15 神河町議会だより　78 号 14

議

会

の

活

動

一

般

質

問



広報研究会の様子

　一般質問は、住民から重大な関心と期待を持たれるもので、議員が執行機関に対し、
行政全般にわたる施策の状況や方針などについて説明・報告を求め、議員自らも政策提言
を行い、政治姿勢を明らかにするものです。質問する議員は、町長に事前に質問内容を通
告します。時間は質問、答弁合わせ１人１時間以内となっています。質問した議員それぞ
れが原稿を起こし、議会だよりに掲載しています。(１人１ページ )

　
令
和
５
年
１
月
開
催
の
区

長
会
と
の
意
見
交
換
会
で
要

望
の
あ
り
ま
し
た
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
相
談
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
」
に
つ
い
て
議
会
で

協
議
し
ま
し
た
。

 

そ
の
結
果
、意
見・要
望
の

分
析
か
ら
課
題
の
把
握
、
ほ

か
の
類
似
案
件
と
の
調
整
、

他
地
域
と
の
調
整
等
の
検
討

が
必
要
で
、
議
会
と
し
て
よ

り
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
納

得
し
て
い
た
だ
け
る
１
つ
の

施
策
や
改
善
策
を
ま
と
め
る

に
は
多
く
の
議
論
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
か
え
っ
て
意
見
等
を
い
た

だ
い
た
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、「
議
会
に
相
談

で
き
る
シ
ス
テ
ム
」づ
く
り

は
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

 

な
お
、
従
来
ど
お
り
電
話

や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
等
で
の

相
談
等
は
今
後
も
対
応
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
８
月
２
日
に
兵
庫
県
町
議

会
議
長
会
主
催
の
令
和
５
年

度
議
会
広
報
研
究
会
が
兵
庫

県
民
会
館
（
神
戸
市
）
で
開

催
さ
れ
、
議
会
か
ら
広
報
公

聴
活
動
調
査
特
別
委
員
と
議

長
が
参
加
し
ま
し
た
。

 

（
一
社
）
自
治
体
広
報
広

聴
研
究
所
代
表
理
事
の
金
井

茂
樹
氏
に
よ
る
講
演
「
伝
わ

る
議
会
広
報
の
編
集
ポ
イ
ン

ト
」
の
後
、
各
町
議
会
広
報

紙
に
つ
い
て
、具
体
的
に
リ
ー

ド
文
の
付
け
方
、字
体
、数
字

の
見
や
す
さ
な
ど
を
個
々
に

指
導
を
受
け
ま
し
た
。

「
議
会
に
相
談
で
き
る

シ
ス
テ
ム
」の
検
討
結
果

広
報
研
究
会
に
参
加

声みなさんの　　　　を

町政に

　希望される方は、本会議当日に議
場入り口の傍聴人受付票に住所、氏
名等を記入し、受付箱に投函してく
ださい。なお、団体での傍聴を希望
される場合は事前に事務局までご連
絡をください。

本会議等の傍聴について
主
な
議
会
日
程

議
会
だ
よ
り
か
み
か
わ

第
77
号
の
一
般
質
問
記

事
の
文
字
訂
正

11

　月

９
日
（
木
）
産
業
建
設
常
任
委
員
会

15
日
（
水
）
民
生
福
祉
常
任
委
員
会

21
日
（
火
）
総
務
文
教
常
任
委
員
会

30
日
（
木
）
議
会
運
営
委
員
会

12

　月

６
日
（
水
）
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
（
提
案
・
質
疑
等
）

８
日
（
金
）
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
付
託
議
案
）

14
日
（
木
）・
15
日
（
金
）

　
　
　
　
　
定
例
会
（
一
般
質
問
）

20
日
（
水
）
定
例
会
最
終
日
（
採
決
）

　
６
月
定
例
会
に
お
け
る

松
岡
宣
彦
議
員
の
一
般
質

問
で
、
記
事
の
訂
正
が
あ

り
ま
す
。

　
林
道
専
用
道
神
河
１
号

線
（
吉
冨
区
〜
杉
区
間
）

開
設
に
係
る
一
般
質
問
の

答
弁
で
、
農
林
政
策
課
長

が
「
林
業
専
用
道
大
畑
越

知
線
は
県
代
行
で
施
工
中
」

と
答
弁
し
ま
し
た
が
、
正

し
く
は
林
道
開
設
に
向
け

て
事
業
に
着
手
し
た
と
い

う
意
味
の
「
施
行
」
が
適

切
な
表
現
に
な
り
ま
す
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

※
こ
の
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

今回の登壇者は 2人でした。
ページ 質問者（登壇順） 質　問　事　項 ケーブルテレビ

再放送
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17 小島義次 議員

吉岡嘉宏 議員
①相続登記義務化の周知活動は必要
②神河町子どもを健やかに生み育てる支援金の拡充を
③上小田区内のスキーシーズン中のトイレ対策を
①学校の指導用教材を公費負担で
②観光業務をスムーズかつ有効に行うための工夫は
③病院受付業務のスムーズ化を

11月8日（水）
午後7：00～

11月8日（水）
午後8：00～

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

本会議の様子を
　録画配信しています！

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　定例会・臨時会の様子を会議終了後に見
ることができるように、町のホームページ
で録画配信をしています。下のQRコードを
読み込んでいただくか、インターネットで
「神河町議会　議会録画配信」と検索して
いただき、ご覧ください。

 意見交換会の開催にあたり、開催希望団
体を募集しています。
 町政や議会に対しての意見、提案などを
直接お聴きし、政策提言等に反映します。
 詳しくは、町のホームページをご覧いた
だくか、議会事務局までお問い合わせくだ
さい。

意 見 交 換 会
議　会　と　の
意 見 交 換 会

皆 さ ん の 意 見 を
お 聞 か せ く だ さ い

神 河 町 議 会
録画配信ページ

申込書
ダウンロードページ

お問い合わせ先
神河町役場　議会事務局
TEL 0790-34-0213
Email：gikai@town.kamikawa.hyogo.jp　

 

ぜひご覧
ください

神河町議会　議会録画配信

　一般質問は、住民から重大な関心と期待を持たれるもので、議員が執行機関に対し、
行政全般にわたる施策の状況や方針などについて説明・報告を求め、議員自らも政策提言
を行い、政治姿勢を明らかにするものです。質問する議員は、町長に事前に質問内容を通
告します。時間は質問、答弁合わせ１人１時間以内となっています。質問した議員それぞ
れが原稿を起こし、議会だよりに掲載しています。(１人１ページ )

神河町議会だより　78 号15 神河町議会だより　78 号 14
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銀の馬車道
交流館

補助教材

カーミンの
観光案内所

相
続
登
記
義
務
化
の
周
知
活

動
は
必
要

令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
不
動
産
の
相
続
登
記

が
義
務
化
さ
れ
る
。
相
続
で

不
動
産
取
得
を
知
っ
た
日
か

ら
３
年
以
内
に
相
続
登
記
を

し
な
か
っ
た
場
合
、
10
万
円

以
下
の
過
料
が
課
せ
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
町
内
７
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
け
て
説
明
会
を
開

催
す
れ
ば
ど
う
か
。
町
に
と

っ
て
も
次
の
メ
リ
ッ
ト
が
考

え
ら
れ
る
。

①
公
共
工
事
の
際
の
地
権
者

の
明
確
化

②
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
や
特

定
空
き
家
対
策
事
業
に
お

い
て
所
有
者
の
明
確
化

税
務
課
で
は
納
税
義
務

者
が
死
亡
さ
れ
、
遺
族

の
方
が
手
続
き
に
来
庁
さ
れ

た
際
に
相
続
登
記
が
義
務
化

さ
れ
た
こ
と
を
説
明
し
て
い

る
。
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
今
後
周
知
す
る
予
定
で
、

説
明
会
の
開
催
は
当
面
の
間
、

予
定
し
て
い
な
い
。

町
に
は
移
住
定
住
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
柏
尾

区
内
に
設
置
し
て
あ
り
、
そ

こ
が
事
業
主
体
と
な
り
、
講

師
の
選
定
等
事
業
を
任
せ
れ

ば
よ
い
。
所
有
者
が
死
亡
し

た
後
窓
口
で
説
明
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
住
民
に
は
将
来

の
備
え
と
し
て
説
明
会
が
必

要
で
、
相
続
登
記
の
義
務
化

に
対
処
す
べ
き
で
あ
る
。

今
す
ぐ
に
や
る
べ
き
事

業
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

　
町
長
な
ど
の
幹
部
へ
は
、

移
住
定
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
が
セ
ミ
ナ
ー
を
随
時
開
催

し
て
い
る
の
で
、
聴
講
さ
れ

再
考
さ
れ
る
よ
う
要
請
し
ま

し
た
。

神
河
町
子
ど
も
を
健
や
か
に

生
み
育
て
る
支
援
金
の
拡
充

を

令
和
４
年
の
年
間
出
生

者
数
は
38
人
と
い
う
危

機
的
な
数
値
で
あ
っ
た
。
施

策
と
し
て
、
他
市
町
に
無
い

既
存
の
制
度
を
次
の
と
お
り

拡
充
し
、
保
護
者
に
と
っ
て

魅
力
的
な
も
の
に
し
て
は
ど

う
か
。

現
　
行
　
町
内
居
住
３
年
以

内
か
つ
、
第
３
子
以
降
の
出

生
で
出
生
時
10
万
円
、
６
歳

到
達
時
に
５
万
円
、
12
歳
到

達
時
に
10
万
円
の
支
給
。

改
正
案
　
第
１
子
以
降
出
生

時
に
10
万
円
、
小
学
校
入
学

時
に
５
万
円
、
中
学
校
入
学

時
に
10
万
円
の
支
給
。

こ
れ
ま
で
高
校
生
ま
で

の
医
療
費
無
償
化
や
出

産
お
祝
い
品
贈
呈
な
ど
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
出
生
数
の

現
状
を
考
え
る
と
、
出
産
、

子
育
て
支
援
に
加
え
、
出
会

い
・
結
婚
に
対
し
て
も
支
援

の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
支
援
金
の
拡
充
に
つ

い
て
も
、
少
子
化
対
策
を
総

合
的
に
考
え
る
中
で
参
考
に

し
た
い
。

上
小
田
区
内
の
ス
キ
ー
シ
ー

ズ
ン
中
の
ト
イ
レ
対
策
を

上
小
田
区
内
に
お
い
て
、

ス
キ
ー
客
が
車
の
渋
滞

等
で
ト
イ
レ
に
困
ら
れ
、
民

家
に
ト
イ
レ
借
用
の
申
し
出

が
頻
繁
に
あ
る
と
町
長
懇
談

会
で
お
聞
き
し
た
。
遠
方
の

観
光
地
で
は
、
新
田
ふ
る
さ

と
村
方
面
な
ら
川
の
駅
越
知
、

砥
峰
方
面
な
ら
長
谷
ふ
れ
あ

い
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
途
中
の

ト
イ
レ
は
確
保
で
き
て
い
る
。

　
上
小
田
バ
ス
停
横
の
公
衆

用
ト
イ
レ
を
改
修
工
事
す
る

な
ど
し
、
上
小
田
区
内
に
公

衆
用
ト
イ
レ
の
確
保
が
必
要

で
は
な
い
か
。

早
急
に
解
決
す
べ
き
事

項
と
認
識
し
て
い
る
。

　
上
小
田
バ
ス
停
横
の
公
衆

用
ト
イ
レ
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
所
有
者
が
不
明
で
活
用
は

難
し
い
。
上
小
田
区
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
入
口
の
ト
イ
レ
の

開
放
に
つ
い
て
上
小
田
区
に

協
議
を
申
し
入
れ
た
い
。
も

し
も
地
元
調
整
が
シ
ー
ズ
ン

に
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
、

仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
も
視
野

に
入
れ
て
い
る
。

児
童
が
使
用
す
る
補
助

教
材
の
種
類
は
ど
の
く

ら
い
か
。

教
育
課
長

小
学
校
で
は
、
学
年
ご

と
に
10
種
類
〜
19
種
類
の
補

助
教
材
を
使
用
し
て
い
る
。

（※

補
助
教
材
と
は
、
計
算

ド
リ
ル
、
漢
字
ド
リ
ル
、
問

題
集
な
ど
教
科
書
以
外
に
使

う
教
材
の
こ
と
）

公
教
育
の
場
で
教
師
が

使
用
す
る
指
導
用
教
材

を
業
者
側
に
サ
ー
ビ
ス
で
提

供
を
求
め
る
の
は
問
題
が
あ

る
の
で
は
。
必
要
不
可
欠
な

指
導
用
教
材
は
、
公
費
負
担

す
べ
き
で
は
。

教
育
課
長

指
導
者
用
の
補
助
教
材

は
、
公
費
負
担
で
購
入
す
る

方
向
で
進
め
た
い
。

観
光
業
務
を
ス
ム
ー
ズ
か
つ

有
効
に
行
う
た
め
の
工
夫
は

「
カ
ー
ミ
ン
の
観
光
案
内

所
」と「
銀
の
馬
車
道
交

流
館
」の
運
営
主
体
は
ど
こ
か
。

ま
た
、
連
携
は
あ
る
の
か
。

商
工
観
光
特
命
参
事

「
カ
ー
ミ
ン
の
観
光
案

内
所
」
は
神
河
町
観
光
協
会
、

「
銀
の
馬
車
道
交
流
館
」
は

神
河
町
商
工
会
が
管
理
運
営

を
行
っ
て
お
り
、
連
携
も
と

っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ガ
イ
ド
料

に
違
い
が
あ
る
が
、仕

組
み
の
違
い
は
。ま
た
、観
光

協
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
料
を
無
料
に
で
き
な
い
か
。

商
工
観
光
特
命
参
事

観
光
協
会
は
、
問
い
合

わ
せ
の
対
応
や
ガ
イ
ド
依
頼

等
の
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

ガ
イ
ド
料
は
基
本
料
金
が
１

団
体
１
０
０
０
円
で
、
参
加

者
１
名
に
付
き
、
１
０
０
円

の
加
算
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
へ
の
報
酬
は
な

く
、
徴
収
し
た
ガ
イ
ド
料
は

ガ
イ
ド
の
研
修
費
や
運
営
費

等
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

　
銀
の
馬
車
道
交
流
館
で
は
、

店
番
と
し
て
見
学
者
へ
の
館

内
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し
て

の
業
務
は
し
て
い
な
い
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
さ
せ
る

た
め
、
ガ
イ
ド
料
金
の
一
部

を
報
酬
と
し
て
ガ
イ
ド
に
支

払
う
こ
と
や
入
館
料
を
有
料

と
し
、
報
酬
や
後
継
者
育
成

の
た
め
の
経
費
と
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
持
続
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
の
た
め
に
は
、
応
分
の

費
用
負
担
を
求
め
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

病
院
受
付
業
務
の
　
　
　
　

　
　
ス
ム
ー
ズ
化
を

受
付
で
患
者
の
症
状
や

意
向
を
聞
き
、早
く
医
師

に
伝
え
、医
師
の
見
解
が
す
ぐ

に
患
者
に
伝
わ
る
仕
組
み
は

で
き
な
い
か
。ま
た
、受
付
業

務
の
改
善
は
可
能
か
。

病
院
副
院
長
兼
事
務
長

治
療
方
法
は
、
医
学
的

判
断
が
で
き
る
医
師
が
対
面

で
診
察
す
る
こ
と
で
決
定
す

る
た
め
、
診
察
前
に
医
師
か

ら
患
者
に
伝
え
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
　

　
ま
た
、
ベ
ス
ト
な
治
療
方

法
は
医
師
の
診
断
に
基
づ
き

患
者
と
意
見
を
交
わ
し
て
決

定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
一

律
に
ル
ー
ル
化
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。

　
受
付
業
務
の
改
善
は
、
待

ち
時
間
対
策
を
検
討
し
て
い

る
。

◎相続登記義務化の周知活動は必要
 ◎神河町子どもを健やかに生み育てる支援金の拡充を
  ◎上小田区内のスキーシーズン中のトイレ対策を

吉岡 嘉宏  議員

学校の指導用教材を公費負担で

小島 義次 議員

補助教材は児童の学びを支え、学力を高める
ために重要な役割を果たしており、大きな教
育効果が期待できる。

教育長

ひとこと
患者の思いと
受付対応が
マッチすると
安心できます。

神河町議会だより　78 号17 神河町議会だより　78 号 16
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銀の馬車道
交流館

補助教材

カーミンの
観光案内所

相
続
登
記
義
務
化
の
周
知
活

動
は
必
要

令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
不
動
産
の
相
続
登
記

が
義
務
化
さ
れ
る
。
相
続
で

不
動
産
取
得
を
知
っ
た
日
か

ら
３
年
以
内
に
相
続
登
記
を

し
な
か
っ
た
場
合
、
10
万
円

以
下
の
過
料
が
課
せ
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。
町
内
７
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
け
て
説
明
会
を
開

催
す
れ
ば
ど
う
か
。
町
に
と

っ
て
も
次
の
メ
リ
ッ
ト
が
考

え
ら
れ
る
。

①
公
共
工
事
の
際
の
地
権
者

の
明
確
化

②
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
や
特

定
空
き
家
対
策
事
業
に
お

い
て
所
有
者
の
明
確
化

税
務
課
で
は
納
税
義
務

者
が
死
亡
さ
れ
、
遺
族

の
方
が
手
続
き
に
来
庁
さ
れ

た
際
に
相
続
登
記
が
義
務
化

さ
れ
た
こ
と
を
説
明
し
て
い

る
。
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
今
後
周
知
す
る
予
定
で
、

説
明
会
の
開
催
は
当
面
の
間
、

予
定
し
て
い
な
い
。

町
に
は
移
住
定
住
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
柏
尾

区
内
に
設
置
し
て
あ
り
、
そ

こ
が
事
業
主
体
と
な
り
、
講

師
の
選
定
等
事
業
を
任
せ
れ

ば
よ
い
。
所
有
者
が
死
亡
し

た
後
窓
口
で
説
明
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
住
民
に
は
将
来

の
備
え
と
し
て
説
明
会
が
必

要
で
、
相
続
登
記
の
義
務
化

に
対
処
す
べ
き
で
あ
る
。

今
す
ぐ
に
や
る
べ
き
事

業
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

　
町
長
な
ど
の
幹
部
へ
は
、

移
住
定
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
が
セ
ミ
ナ
ー
を
随
時
開
催

し
て
い
る
の
で
、
聴
講
さ
れ

再
考
さ
れ
る
よ
う
要
請
し
ま

し
た
。

神
河
町
子
ど
も
を
健
や
か
に

生
み
育
て
る
支
援
金
の
拡
充

を

令
和
４
年
の
年
間
出
生

者
数
は
38
人
と
い
う
危

機
的
な
数
値
で
あ
っ
た
。
施

策
と
し
て
、
他
市
町
に
無
い

既
存
の
制
度
を
次
の
と
お
り

拡
充
し
、
保
護
者
に
と
っ
て

魅
力
的
な
も
の
に
し
て
は
ど

う
か
。

現
　
行
　
町
内
居
住
３
年
以

内
か
つ
、
第
３
子
以
降
の
出

生
で
出
生
時
10
万
円
、
６
歳

到
達
時
に
５
万
円
、
12
歳
到

達
時
に
10
万
円
の
支
給
。

改
正
案
　
第
１
子
以
降
出
生

時
に
10
万
円
、
小
学
校
入
学

時
に
５
万
円
、
中
学
校
入
学

時
に
10
万
円
の
支
給
。

こ
れ
ま
で
高
校
生
ま
で

の
医
療
費
無
償
化
や
出

産
お
祝
い
品
贈
呈
な
ど
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
出
生
数
の

現
状
を
考
え
る
と
、
出
産
、

子
育
て
支
援
に
加
え
、
出
会

い
・
結
婚
に
対
し
て
も
支
援

の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
支
援
金
の
拡
充
に
つ

い
て
も
、
少
子
化
対
策
を
総

合
的
に
考
え
る
中
で
参
考
に

し
た
い
。

上
小
田
区
内
の
ス
キ
ー
シ
ー

ズ
ン
中
の
ト
イ
レ
対
策
を

上
小
田
区
内
に
お
い
て
、

ス
キ
ー
客
が
車
の
渋
滞

等
で
ト
イ
レ
に
困
ら
れ
、
民

家
に
ト
イ
レ
借
用
の
申
し
出

が
頻
繁
に
あ
る
と
町
長
懇
談

会
で
お
聞
き
し
た
。
遠
方
の

観
光
地
で
は
、
新
田
ふ
る
さ

と
村
方
面
な
ら
川
の
駅
越
知
、

砥
峰
方
面
な
ら
長
谷
ふ
れ
あ

い
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
途
中
の

ト
イ
レ
は
確
保
で
き
て
い
る
。

　
上
小
田
バ
ス
停
横
の
公
衆

用
ト
イ
レ
を
改
修
工
事
す
る

な
ど
し
、
上
小
田
区
内
に
公

衆
用
ト
イ
レ
の
確
保
が
必
要

で
は
な
い
か
。

早
急
に
解
決
す
べ
き
事

項
と
認
識
し
て
い
る
。

　
上
小
田
バ
ス
停
横
の
公
衆

用
ト
イ
レ
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
所
有
者
が
不
明
で
活
用
は

難
し
い
。
上
小
田
区
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
入
口
の
ト
イ
レ
の

開
放
に
つ
い
て
上
小
田
区
に

協
議
を
申
し
入
れ
た
い
。
も

し
も
地
元
調
整
が
シ
ー
ズ
ン

に
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
、

仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
も
視
野

に
入
れ
て
い
る
。

児
童
が
使
用
す
る
補
助

教
材
の
種
類
は
ど
の
く

ら
い
か
。

教
育
課
長

小
学
校
で
は
、
学
年
ご

と
に
10
種
類
〜
19
種
類
の
補

助
教
材
を
使
用
し
て
い
る
。

（※

補
助
教
材
と
は
、
計
算

ド
リ
ル
、
漢
字
ド
リ
ル
、
問

題
集
な
ど
教
科
書
以
外
に
使

う
教
材
の
こ
と
）

公
教
育
の
場
で
教
師
が

使
用
す
る
指
導
用
教
材

を
業
者
側
に
サ
ー
ビ
ス
で
提

供
を
求
め
る
の
は
問
題
が
あ

る
の
で
は
。
必
要
不
可
欠
な

指
導
用
教
材
は
、
公
費
負
担

す
べ
き
で
は
。

教
育
課
長

指
導
者
用
の
補
助
教
材

は
、
公
費
負
担
で
購
入
す
る

方
向
で
進
め
た
い
。

観
光
業
務
を
ス
ム
ー
ズ
か
つ

有
効
に
行
う
た
め
の
工
夫
は

「
カ
ー
ミ
ン
の
観
光
案
内

所
」と「
銀
の
馬
車
道
交

流
館
」の
運
営
主
体
は
ど
こ
か
。

ま
た
、
連
携
は
あ
る
の
か
。

商
工
観
光
特
命
参
事

「
カ
ー
ミ
ン
の
観
光
案

内
所
」
は
神
河
町
観
光
協
会
、

「
銀
の
馬
車
道
交
流
館
」
は

神
河
町
商
工
会
が
管
理
運
営

を
行
っ
て
お
り
、
連
携
も
と

っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ガ
イ
ド
料

に
違
い
が
あ
る
が
、仕

組
み
の
違
い
は
。ま
た
、観
光

協
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
料
を
無
料
に
で
き
な
い
か
。

商
工
観
光
特
命
参
事

観
光
協
会
は
、
問
い
合

わ
せ
の
対
応
や
ガ
イ
ド
依
頼

等
の
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

ガ
イ
ド
料
は
基
本
料
金
が
１

団
体
１
０
０
０
円
で
、
参
加

者
１
名
に
付
き
、
１
０
０
円

の
加
算
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
へ
の
報
酬
は
な

く
、
徴
収
し
た
ガ
イ
ド
料
は

ガ
イ
ド
の
研
修
費
や
運
営
費

等
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

　
銀
の
馬
車
道
交
流
館
で
は
、

店
番
と
し
て
見
学
者
へ
の
館

内
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
し
て

の
業
務
は
し
て
い
な
い
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
さ
せ
る

た
め
、
ガ
イ
ド
料
金
の
一
部

を
報
酬
と
し
て
ガ
イ
ド
に
支

払
う
こ
と
や
入
館
料
を
有
料

と
し
、
報
酬
や
後
継
者
育
成

の
た
め
の
経
費
と
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
持
続
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
の
た
め
に
は
、
応
分
の

費
用
負
担
を
求
め
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

病
院
受
付
業
務
の
　
　
　
　

　
　
ス
ム
ー
ズ
化
を

受
付
で
患
者
の
症
状
や

意
向
を
聞
き
、早
く
医
師

に
伝
え
、医
師
の
見
解
が
す
ぐ

に
患
者
に
伝
わ
る
仕
組
み
は

で
き
な
い
か
。ま
た
、受
付
業

務
の
改
善
は
可
能
か
。

病
院
副
院
長
兼
事
務
長

治
療
方
法
は
、
医
学
的

判
断
が
で
き
る
医
師
が
対
面

で
診
察
す
る
こ
と
で
決
定
す

る
た
め
、
診
察
前
に
医
師
か

ら
患
者
に
伝
え
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
　

　
ま
た
、
ベ
ス
ト
な
治
療
方

法
は
医
師
の
診
断
に
基
づ
き

患
者
と
意
見
を
交
わ
し
て
決

定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
一

律
に
ル
ー
ル
化
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。

　
受
付
業
務
の
改
善
は
、
待

ち
時
間
対
策
を
検
討
し
て
い

る
。

◎相続登記義務化の周知活動は必要
 ◎神河町子どもを健やかに生み育てる支援金の拡充を
  ◎上小田区内のスキーシーズン中のトイレ対策を

吉岡 嘉宏  議員

学校の指導用教材を公費負担で

小島 義次 議員

補助教材は児童の学びを支え、学力を高める
ために重要な役割を果たしており、大きな教
育効果が期待できる。

教育長

ひとこと
患者の思いと
受付対応が
マッチすると
安心できます。
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地元小学生との炭焼き体験
（なごえの森）

前嶋 茂徳さん
まえしま  しげのり

　
第
14
回
は
、
令
和
５
年
４

月
か
ら
神
河
町
区
長
会
会
長

を
務
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
前

嶋
茂
徳
さ
ん
（
栗
区
在
住
）

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

　
私
は
、
姫
路
市
内
に
あ
り

ま
す
プ
ラ
ン
ト
電
気
設
備
建

設
会
社
に
38
年
間
勤
務
し
、

60
歳
で
退
職
、
現
在
68
歳
で

す
。

 

家
族
は
、
か
み
さ
ん
と
一

姫
二
太
郎
の
３
人
の
子
（
孫

４
人
）
で
全
て
独
立
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
か
み
さ
ん
と

の
２
人
暮
ら
し
で
す
。
 

趣
味
は
炭
焼
き
で
、
50
歳

前
か
ら
仲
間
た
ち
と
窯
作
り

か
ら
始
め
、
冬
に
な
る
と
炭

焼
き
を
し
て
い
ま
す
。
で
き

あ
が
っ
た
炭
で
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
は

最
高
に
美
味
し
い
で
す
。ま

た
、地
元
の
小
学
生
に
炭
焼

き
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
ま

　
　

す
。

　
町
の
行
事
で
は
合
併
当
時

か
ら
、
か
み
か
わ
夏
ま
つ
り

企
画
実
行
委
員
と
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
思
い
出
に
残
る

も
の
を
と
思
い
、
現
在
も
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

新
区
長
会
長
と
し
て
は

　
区
長
と
し
て
３
年
目
を
迎

え
、
ま
だ
ま
だ
新
米
で
す
が
、

諸
先
輩
の
ご
協
力
の
下
、
区

長
会
長
と
し
て
住
民
の
た
め
、

ま
た
神
河
町
の
た
め
に
、
精

一
杯
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

町
に
望
む
こ
と
は

　
県
下
で
一
番
小
さ
い
町
で

す
が
、
県
内
の
真
ん
中
で
キ

ラ
リ
と
光
る
ま
ち
づ
く
り
を

微
力
な
が
ら
応
援
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
行
政
の

協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

官
民
一
体
と
な
り
頑
張
れ
ば

県
下
で
一
番
小
さ
な
神
河
町

が
他
市
町
に
負
け
な
い
素
晴

ら
し
い
町
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
今
以
上
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町
議
会
に
望
む
こ
と
は

　
全
国
的
に
議
員
の
な
り
手

不
足
と
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
、
社
会
が
変
化
し
て

き
て
い
る
中
で
あ
り
ま
す
が
、

逆
に
こ
の
と
き
こ
そ
が
チ
ャ

ン
ス
と
考
え
、
新
た
な
る
議

会
改
革
と
議
会
運
営
を
行
わ

れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　
本
年
５
月
８
日
か
ら
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
法

律
上
の
位
置
づ
け
が
２
類
感
染

症
か
ら
５
類
感
染
症
に
移
行
し

た
こ
と
か
ら
、
町
内
各
地
域
で

４
年
振
り
に
五
穀
豊
穣
を
祝
っ

て
、
賑
や
か
な
秋
祭
り
が
執
り

行
わ
れ
た
も
の
と
喜
ん
で
い
ま

す
。

　
今
年
も
地
球
温
暖
化
の
影
響

で
、
世
界
各
地
で
異
常
気
象
に

よ
る
風
水
害
が
多
発
し
て
い
る

中
で
、
当
地
域
は
全
国
的
に
見

て
も
風
水
害
の
少
な
い
恵
ま
れ

た
地
域
の
１
つ
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
大
き
な
災
害
も
な

く
安
泰
に
住
み
続
け
ら
れ
る
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
し
つ
つ
、
恵

ま
れ
た
地
域
の
益
々
の
発
展
を

願
い
な
が
ら
、
皆
様
方
と
力
を

合
わ
せ
よ
り
良
き
ま
ち
づ
く
り

に
励
ん
で
行
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

（
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